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鳥
取
県
琴
浦
町
河
本
家
所
蔵
実
録
本
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
に
つ
い
て
（
一
）

田

中

則

雄

河
本
家
と
古
典
籍

鳥
取
県
琴
浦
町
篦
津
の
河
本
家
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

の

つ

れ
た
住
宅
が
有
名
で
あ
る
が
、
古
典
籍
約
八
五
○
点
、
四
八
○
○
冊

が
伝
存
す
る
と
い
う
点
で
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
ジ
ャ
ン
ル

も
文
学
、
歴
史
、
仏
教
、
神
道
、
産
業
、
往
来
物
、
漢
詩
文
等
、
極

め
て
多
様
で
あ
る
。
具
体
的
な
書
目
は
、
原
豊
二
・
山
藤
良
治
「
稽

古
有
文
館
（
河
本
家
）
蔵
古
典
籍
目
録
」（
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が

１

で
き
る
。
ま
た
原
豊
二
「
稽
古
有
文
館
（
河
本
家
）
蔵
古
典
籍
解
題
」

（

）
に
は
、
こ
の
蔵
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

２蔵
書
の
収
集
は
近
世
中
・
後
期
頃
か
ら
始
ま
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
一
二
代
通
繕
、
一
三
代
芳
蔵
の
努
力
に
よ
っ
て
充
実
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
成
果
で
あ
る
、
原
豊
二
「
河
本
家
の

古
典
籍
の
全
体
像
と
特
色

―
調
査
開
始
以
来
の
歩
み
、
あ
る
い
は

『
百
番
歌
合
』
の
こ
と

―
」（
）
に
は
、
河
本
家
の
蔵
書
形
成
（
ど

３

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
こ
の
古
典
籍
群
が
蓄
積
さ
れ
た
か
）
に
関
し

て
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
に
つ
い
て

河
本
家
に
伝
存
す
る
古
典
籍
に
、
近
世
の
実
録
写
本
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
を
取
り
上
げ
る
。
現
在

把
握
し
得
て
い
る
伝
本
は
、
他
に
稿
者
架
蔵
本
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
実
録
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
「
河
本
家
に
伝
存
す
る
近

世
実
録
と
読
本
」（
）
に
記
し
た
が
、
い
ま
要
点
の
み
再
掲
す
る
。
敵

４

討
譚
で
あ
る
が
、
虚
構
性
が
強
く
、
実
在
事
件
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
い
可
能
性
が
高
い
。
成
立
年
時
は
確
定
で
き
な
い
が
、
近
世
中
期

に
は
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
河
本
家
の
本
は
近
世
後
期
頃
の

筆
写
と
見
ら
れ
る
。
匡
郭
を
印
刷
し
た
用
箋
に
大
振
り
な
文
字
で
記

さ
れ
て
お
り
、
貸
本
屋
が
人
を
雇
っ
て
筆
写
さ
せ
た
「
仕
入
本
」
で

あ
る
。
貸
本
屋
で
使
用
さ
れ
て
い
た
本
を
、
河
本
家
が
購
入
し
た
か

譲
り
受
け
た
か
に
よ
っ
て
、
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
表
紙
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に
、「
書
林
／
米
子
尾
高
町
／
佐
々
木
城
助
」
の
印
を
捺
し
た
紙
片
が

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
佐
々
木
が
販
売
所
で
あ
っ
た
か
、

あ
る
い
は
貸
本
屋
を
兼
ね
て
い
た
か
な
ど
の
点
は
未
詳
。

石
見
三
郎
左
衛
門
と
い
う
男
が
、
お
菊
の
父
母
を
殺
害
し
、
さ
ら

に
上
田
慶
次
郎
の
父
を
も
殺
害
し
た
た
め
、
お
菊
と
慶
次
郎
は
同
一

の
敵
を
狙
う
こ
と
に
な
り
、
互
い
に
自
分
に
こ
そ
討
つ
権
利
が
あ
る

と
主
張
し
て
争
う
が
、
京
都
所
司
代
小
笠
原
佐
渡
守
が
両
人
を
媒
妁

し
て
夫
婦
と
し
、
協
力
し
て
敵
を
討
た
せ
る
。
こ
れ
以
前
に
両
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
北
野
天
満
宮
に
日
参
し
て
敵
討
成
就
を
祈
っ
て
い
た
が
、

こ
の
縁
も
天
神
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
と
受
け
と
め
る
、
と
い
う
話
で

あ
る
。

こ
の
実
録
は
、
歌
舞
伎
、
読
本
と
い
う
他
ジ
ャ
ン
ル
の
作
に
影
響

を
与
え
た
点
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い

会
稽
山
』（
近
松
徳
三
作
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
初
演
）
は
、

ゆ
き
み
る
や
ま

『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
か
ら
お
菊
・
慶
次
郎
の
敵
討
の
筋
を
取
り
入

れ
た
上
で
脚
色
を
施
し
た
。
即
ち
こ
の
戯
曲
で
は
、
明
智
光
秀
の
弟

左
馬
五
郎
光
興
と
い
う
者
が
、
兄
を
討
っ
た
真
柴
久
吉
（
羽
柴
秀
吉
）

さ

ま

ご
ろ
う
み
つ
お
き

ま
し
ば
ひ
さ
よ
し

と
そ
の
一
族
を
滅
し
て
無
念
を
晴
ら
そ
う
と
企
て
た
、
と
い
う
筋
が

新
た
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
作
者
は
、『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
の

敵
討
譚
を
元
に
し
な
が
ら
、
明
智
光
秀
方
の
豊
臣
秀
吉
へ
の
報
復
と

い
う
話
に
ま
で
構
想
を
膨
ら
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
読
本
『
北
野
霊
験
二
葉
の
梅
』（
栗
杖
亭
鬼
卵
作
、
文
化

り
つ
じ
よ
う
て
い
き
ら
ん

一
〇
年
（
一
八
一
三
）
刊
）
は
、
そ
の
筋
や
人
物
の
多
く
を
『
北
野

聖
廟
霊
験
記
』
か
ら
取
り
入
れ
、
幾
つ
か
の
改
変
を
加
え
な
が
ら
、

読
本
と
い
う
別
の
様
式
の
小
説
に
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
物

造
形
や
全
編
の
構
成
な
ど
、
読
本
独
自
の
形
へ
の
改
変
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
の
詳
細
に
つ
い
て
も
、
前
掲
旧
稿
に
記
し
た
の
で
、

参
照
さ
れ
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
三
七
号
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）

（
２
）『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
三
九
号
（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）

（
３
）『
河
本
家
稽
古
有
文
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
―
古
典
籍
発
見
の
軌
跡
と
そ
の

展
望
―
―
』（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

（
４
）『
淞
雲
』
一
八
号
（
二
〇
一
六
年
二
月
）

以
下
、
底
本
の
書
誌
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
の
凡
例
を
掲
げ
る
。

〈
書
誌
〉

○
底
本

河
本
家
（
稽
古
有
文
館
）
蔵
。
写
本
二
〇
巻
二
〇
冊
。

○
表
紙

二
三
・
二×

一
六
・
三
糎
。
白
地
に
紅
色
で
草
花
唐
草
。

○
外
題
「
北
野

聖
廟
霊
顕
記
」。
題
簽
、
左
肩
。

○
内
題
「
北
野
聖
廟
霊
験
記
」。
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○
行
数

毎
半
葉
九
行
。

○
表
紙
に
、「
書
林
／
米
子
尾
高
町
／
佐
々
木
城
助
」
の
印
（
七
・
四

×
二
・
八
糎
）
を
捺
し
た
紙
片
を
貼
り
付
け
る
。
但
し
第
一
・
二

・
七
冊
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。

〈
凡
例
〉

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
誤
字
・
宛
字
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
が
、
本
来
あ
る

べ
き
字
を
（

）
に
入
れ
て
示
し
た
箇
所
、
あ
え
て
そ
の
ま
ま

残
し
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
箇
所
も
あ
る
。
な
お
単
純
な
誤
り

に
つ
い
て
は
、
断
ら
ず
に
改
め
た
所
が
あ
る
。
脱
字
は
（

）

に
入
れ
て
補
っ
た
。

一
、
仮
名
の
濁
点
は
新
た
に
施
し
た
。

一
、
振
り
仮
名
は
原
則
と
し
て
、
読
解
の
便
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
の
み
を
残
し
、
そ
の
他
は
省
略
し
た
。

一
、
底
本
に
は
句
読
点
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
新
た
に
施
し
た
。

一
、
底
本
に
は
丁
付
が
な
く
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
通
し
の
丁
付
を（
一

オ
）
の
ご
と
く
示
し
た
。

一
、
一
字
の
反
復
符
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
「
々
」、
平
仮
名
は
「
ゝ
」

あ
る
い
は
「
ゞ
」
に
統
一
し
た
。

一
、
会
話
に
相
当
す
る
部
分
を
「

」
で
括
っ
た
。

全
二
〇
巻
の
う
ち
、
今
号
で
は
巻
一
～
巻
四
の
翻
刻
を
収
録
す
る
。

〔
翻
刻
〕

北
野
聖
廟
霊
験
記

惣
目
録

第
壱

一

池
上
七
九
郎
越
前
出
奔
之
事

幷
池
上
七
九
郎
熊
野
湯
の
峯
に
至
る
事

第
弐

一

北
川
新
右
衞
門
水
公
事
を
巧
む
事

幷
伜
新
十
郎
姫
路
の
家
中
と
成
事
（
一
オ
）

一

辻
風
の
伊
助
お
つ
や
を
島
原
へ
売
事

幷
伊
助
逐
電
之
事

第
三

一

お
つ
や
傾
城
陸
奥
と
成
事

幷
岡
本
三
木
之
進
廓
通
ひ
の
事

一

傾
城
陸
奥
請
出
さ
る
ゝ
事

幷
浅
山
新
五
郎
諫
死
之
事
（
一
ウ
）

第
四
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一

傾
城
陸
奥
辻
堂
に
身
を
隠
す
事

幷
三
木
之
進
陸
奥
を
連
て
欠
落
之
事

一

北
川
新
十
郎
入
湯
之
事

幷
陸
奥
父
親
に
廻
り
合
事

第
五

一

新
十
郎
姫
路
へ
帰
る
事
（
二
オ
）

幷
石
見
三
郎
左
衞
門
源
六
夫
婦
を
殺
す
事

一

新
十
郎
孫
お
菊
を
養
育
之
事

幷
石
見
大
和
国
篠
村
に
住
居
之
事

第
六

一

三
郎
左
衞
門
夢
物
語
り
の
事

幷
地
中
よ
り
水
守
大
明
神
を
掘
出
す
事

一

大
和
河
内
水
公
事
之
事
（
二
ウ
）

幷
石
見
肥
後
国
へ
趣
く
事

第
七

一

上
田
覚
左
衞
門
石
見
が
人
相
を
見
る
事

幷
石
見
肥
後
の
太
守
へ
目
見
へ
の
事

一

石
見
剣
術
師
範
之
事

幷
太
守
武
藝
御
覧
之
事

第
八
（
三
オ
）

一

石
見
上
田
剣
術
立
会
之
事

幷
山
本
仙
蔵
悪
心
之
事

一

石
見
鉄
砲
に
て
覚
左
衞
門
を
討
事

幷
慶
治
郎
敵
討
願
ひ
の
事

第
九

一

山
本
仙
蔵
を
御
詮
義
の
事

幷
辻
風
伊
助
非
人
と
成
事
（
三
ウ
）

一

上
田
主
従
京
都
へ
登
る
事

幷
北
川
が
孫
お
菊
が
事

第
十

一

無
敵
斎
鞍
馬
山
へ
百
日
詣
の
事

幷
異
人
兵
法
を
伝
ふ
る
事

一

無
敵
斎
お
菊
が
力
と
成
事

幷
お
き
く
敵
討
出
立
之
事
（
四
オ
）

第
拾
壱

一

北
川
新
十
郎
古
郷
梅
が
谷
へ
至
る
事

幷
新
十
郎
お
菊
敵
の
名
を
知
る
事

一

敵
石
見
が
人
相
書
之
事

幷
無
敵
お
菊
肥
後
国
へ
行
事

第
拾
弐

一

酒
店
の
亭
主
深
切
之
事
（
四
ウ
）

幷
石
見
武
州
川
越
に
至
る
事
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一

慶
治
郎
一
平
武
州
へ
下
る
事

幷
石
原
の
宿
に
て
慶
次
郎
急
病
之
事

第
十
三

一

石
見
三
郎
左
衞
門
京
都
へ
身
を
忍
ぶ
事

幷
慶
治
郎
加
賀
に
て
怪
事
を
見
る
事
（
五
オ
）

一

北
野
に
て
お
菊
働
き
の
事

幷
無
敵
斎
石
見
を
見
付
る
事

第
拾
四

一

無
敵
斎
敵
討
の
願
書
上
る
事

幷
伴
清
左
衞
門
黒
崎
数
馬
に
対
面
之
事

一

角
内
敵
石
見
を
聞
出
す
事

幷
慶
次
郎
敵
討
願
ひ
の
事
（
五
ウ
）

第
拾
五

一

宅
間
一
平
播
州
へ
下
る
事

幷
一
平
北
川
の
由
緒
さ
が
し
聞
事

一

北
川
ゟ
岡
源
太
夫
を
頼
む
事

幷
岡
源
太
夫
孫
お
菊
が
後
立
と
成
事

第
十
六

一

御
所
方
の
雑
掌
数
馬
が
力
と
成
事
（
六
オ
）

幷
越
前
よ
り
石
見
を
召
取
に
来
る
事

一

小
笠
原
殿
数
馬
に
面
談
の
事

幷
黒
崎
数
馬
返
答
之
事

第
拾
七

一

冷
泉
為
良
卿
関
東
下
向
之
事

幷
伴
清
左
衞
門
東
武
に
趣
く
事
（
六
ウ
）

一

数
馬
が
邪
気
御
吟
味
之
事

幷
数
馬
が
輩
相
談
決
定
之
事

第
拾
八

一

越
前
の
使
者
宝
物
請
取
事

幷
石
見
が
親
七
太
夫
出
家
と
成
事

一

慶
治
郎
お
菊
夫
婦
と
成
事

幷
杉
本
仙
立
石
見
が
味
方
と
成
事
（
七
オ
）

第
拾
九

一

石
見
が
輩
東
国
へ
下
る
事

幷
三
条
旅
籠
屋
に
て
一
宿
之
事

一

江
州
守
山
に
て
敵
討
之
事

幷
慶
治
郎
お
菊
本
望
達
す
る
事

第
二
十

一

慶
次
郎
お
菊
京
都
へ
登
る
事
（
七
ウ
）

幷
小
笠
原
殿
御
悦
喜
之
事

一

慶
次
郎
お
菊
帰
国
婚
礼
之
事

幷
有
功
の
輩
御
加
増
御
取
立
之
事
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惣
目
録
終

全
二
十
冊
（
八
オ
）
白
紙
（
八
ウ
）

北
野
聖
廟
霊
験
記
第
壱

目
録

一

池
上
七
九
郎
越
前
出
奔
之
事

幷
七
九
郎
熊
野
湯
峯
に
至
る
事
（
九
オ
）
白
紙
（
九
ウ
）

ゆ
の
み
ね

北
野
聖
廟
霊
験
記
第
壱

池
上
七
九
郎
越
前
出
奔
之
事

幷
七
九
郎
熊
野
湯
の
峯
へ
至
る
事

越
前
国
足
羽
郡
福
村
と
い
ふ
所
に
八
幡
宮
の
や
し
ろ
あ
り
。
此
神
職

あ
す
は

池
上
七
太
夫
と
い
ふ
も
の
一
子
あ
り
て
、
名
を
七
九
郎
と
い
ふ
。
幼

少
の
時
よ
り
こ
ゝ
ろ
悪
党
に
し
て
、
其
家
職
を
き
ら
い
（
十
オ
）
角

力
剣
術
に
心
を
尽
し
、
成
人
に
し
た
が
ひ
力
量
他
に
す
ぐ
れ
、
こ
の

め
る
道
と
て
、
剣
術
や
わ
ら
な
ど
抜
群
に
上
達
し
て
、
近
辺
に
あ
ぶ

れ
あ
る
き
て
、
人
を
て
う
ち
や
く
し
、
其
上
に
博
奕
を
好
み
、
無
法

の
所
行
の
み
な
れ
ば
、
父
七
太
夫
異
見
す
れ
共
聞
い
れ
ず
。
是
非
な

く
勘
当
し
て
追
放
せ
し
故
、
無
宿
と
な
り
て
近
在
（
十
ウ
）
近
郷
に

押
入
無
体
に
金
銀
を
奪
ひ
取
、
あ
ま
つ
さ
へ
八
幡
宮
社
内
奉
納
の
品

々
を
盗
み
け
る
ゆ
へ
、
其
品
を
尋
る
に
、
一
伯
公
御
在
世
の
節
奉
納

有
し
品
々
残
ら
ず
盗
取
け
る
ゆ
へ
、
大
守
ゟ
急
度
御
吟
味
あ
り
て
、

七
九
郎
が
有
所
へ
捕
手
を
遣
わ
さ
れ
し
に
、
大
胆
不
敵
の
悪
党
も
の

に
て
、
刀
を
ぬ
き
多
く
の
捕
手
に
疵
を
付
、
な
ん
な
く
其（
十
一
オ
）

場
を
切
ぬ
け
て
、
行
方
知
れ
ず
逃
う
せ
け
る
。
是
に
よ
つ
て
太
守
よ

り
御
領
他
領
の
差
別
な
く
配
符
を
も
つ
て
御
せ
ん
さ
く
有
ゆ
へ
に
、

七
九
郎
身
の
置
所
な
き
ま
ゝ
に
、
上
方
さ
し
て
逃
来
り
、
大
和
国
の

山
奥
に
至
り
、
山
又
山
を
越
て
、
紀
州
熊
野
の
山
奥
に
わ
け
入
て
、

し
ば
ら
く
身
を
隠
し
居
た
り
し
が
、
其
処
は
大
和
国
大
峯（
十
一
ウ
）

山
上
よ
り
掛
ぬ
け
の
道
筋
な
れ
ば
、
五
年
に
一
度
か
三
年
に
一
度
か

は
左
様
の
行
人
あ
つ
て
通
る
な
り
。
其
外
は
木
樵
山
賤
も
来
ら
ず
。

き
こ
り
や
ま
が
つ

谷
を
隔
て
板
ぶ
き
の
家
間
ば
ら
に
あ
れ
ど
も
、
此
所
迄
は
詮
義
の
配

符
も
廻
ら
ず
、
気
づ
か
ひ
は
な
け
れ
共
、
食
物
に
事
を
か
き
、
買
ふ

べ
き
家
も
な
く
、
越
前
に
て
盗
み
し
金
子
懐
中
に
あ
れ
ど
も
、
売
人

う
り
て

な
け
れ
ば
是
非
（
十
二
オ
）
も
な
く
、
木
の
実
栢
の
実
を
取
て
く
ひ

か
や

て
、
当
分
飢
を
し
の
ぎ
け
れ
共
、
兎
角
腹
に
満
か
ね
、
中
々
爰
に
久

し
く
止
り
が
た
く
、
去
に
よ
つ
て
そ
ろ
〳
〵
と
谷
へ
下
り
て
見
れ
ば
、

と
ゞ
ま

さ
る

何
を
業
と
す
る
と
は
見
へ
ね
ど
も
、
板
葺
の
家
一
二
軒
山
を
へ
だ
て

ゝ
住
居
せ
り
。
七
九
郎
と
あ
る
家
の
門
口
に
立
よ
り
内
を
さ
し
の
ぞ
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き
見
れ
ば
、
大
き
成
囲
炉
裏
に
檮
の
（
十
二
ウ
）
生
木
の
大
き
成
を

い
す

な
ま
き

も
や
し
て
鑵
子
に
て
湯
を
沸
し
て
居
た
り
。
七
九
郎
申
け
る
は
、「
往

く
わ
ん
す

来
の
修
行
者
道
に
ふ
み
ま
よ
ひ
来
り
た
り
。
此
四
五
日
は
煎
た
る
も

に

の
を
喰
ざ
れ
ば
、
甚
だ
う
へ
に
及
び
た
り
。
何
に
て
も
食
物
す
こ
し

玉
は
る
べ
し
。
あ
た
ひ
は
何
ほ
ど
に
て
も
遣
わ
す
べ
し
」
と
い
ふ
。

主
七
九
郎
が
体
を
見
る
に
、
国
を
出
る
よ
り
月
代
も
せ
ざ
れ
（
十
三

オ
）
ば
、
惣
髪
の
ご
と
く
、
身
に
は
垢
づ
き
た
る
布
子
を
着
て
、
腰

に
一
刀
を
よ
こ
た
へ
、
風
呂
敷
づ
ゝ
み
を
せ
お
ひ
け
れ
ば
、
山
伏
な

り
と
心
得
て
、「
御
坊
は
大
峯
よ
り
掛
ぬ
け
を
召
る
ゝ
か
。
然
ら
ば
何

ぞ
食
物
用
意
は
召
れ
ぬ
ぞ
。
爰
に
て
は
い
か
程
価
を
出
さ
れ
て
も
五

穀
の
類
ひ
は
な
し
。
鳥
獣
を
と
つ
て
食
物
に
致
し
候
」
と
申
ゆ
へ
、

七
九
郎
も
是
非
な
く
、（
十
三
ウ
）「
然
ら
ば
御
自
分
が
た
の
食
物
を

我
等
に
も
あ
た
へ
給
へ
。
此
四
五
日
食
事
に
絶
候
得
ば
、
甚
飢
に
及

び
た
り
」
と
い
ふ
に
よ
り
、
主
猪
の
子
の
肉
を
鍋
に
入
て
煎
て
喰
し

に

く
わ

け
る
。
是
に
て
少
し
気
力
付
、
扨
は
此
所
は
大
み
ね
よ
り
熊
野
へ
か

け
ぬ
け
の
道
筋
と
い
ふ
事
を
知
り
、
そ
れ
ゟ
又
山
深
く
入
て
、
其
所

は
み
な
〳
〵
猟
師
に
て
鳥
獣
を
と
る
事
を
得
た
れ
ば
、
是
を
（
十
四

オ
）
な
ら
ひ
て
、
己
も
鳥
獣
を
と
り
て
山
に
て
焼
て
く
ら
ひ
、
半
年

計
り
山
奥
に
居
た
り
て
、
つ
く
〴
〵
と
思
ひ
け
る
は
、
我
国
元
に
お

ひ
て
太
守
の
役
人
に
手
向
ひ
し
切
抜
て
立
さ
り
し
事
な
れ
ば
、
定
め

て
き
び
し
く
詮
義
有
べ
し
。
見
付
ら
れ
な
ば
、
召
捕
れ
刑
罰
に
行
は

る
ゝ
成
べ
し
。
伝
へ
聞
、
大
峯
山
よ
り
熊
野
へ
掛
抜
の
（
十
四
ウ
）

道
筋
は
、
天
狗
の
住
家
に
て
、
山
伏
修
行
の
場
所
と
聞
。
迚
も
我
命

は
な
き
物
な
れ
ば
、
何
卒
天
狗
に
近
よ
り
術
を
学
び
、
命
を
遁
る
ゝ

法
を
得
る
か
、
又
は
我
悪
事
を
な
せ
し
者
な
れ
ば
、
引
裂
捨
ら
る
ゝ

か
、
二
ツ
一
ツ
に
し
て
見
ん
と
思
ひ
て
、
木
の
実
栢
の
実
を
少
し
貯

か
や

へ
、
猶
山
奥
に
入
天
狗
の
住
家
と
聞
へ
し
杉
の
大
木
生
茂
り
た
る
所

お
い
し
げ

に
座
し
て
（
十
五
オ
）
居
た
り
。
む
か
し
義
経
は
牛
若
た
り
し
時
、

鞍
馬
山
に
入
て
天
狗
に
剣
術
を
学
び
給
ひ
て
、
天
が
下
に
名
を
あ
ら

わ
し
給
ふ
。
我
も
一
命
に
か
け
て
、
何
卒
術
を
学
び
得
ん
と
思
ひ
込

だ
る
心
の
内
こ
そ
不
敵
也
。
惣
じ
て
人
間
は
天
地
の
徳
そ
な
は
つ
て

万
物
の
霊
な
れ
ど
も
、
自
己
の
欲
心
に
覆
わ
れ
天
真
を
昧
ら
ま
す
、

い
か
成
悪
逆
無
道
の
者
と
（
十
五
ウ
）
い
へ
ど
も
、
お
の
れ
が
強
気

さ
か
ん
の
時
は
、
自
分
の
霊
倶
に
組
し
て
、
忽
ち
罰
の
当
る
事
な
し
。

と
も

然
れ
ど
も
自
然
と
冥
罰
を
受
る
事
は
四
時
の
う
つ
り
か
わ
る
が
ご
と

し
。
夏
至
の
長
き
日
出
る
も
、
い
つ
も
短
く
成
と
も
覚
へ
ず
、
今
日

も
く
れ
明
日
も
過
行
て
冬
至
の
短
日
に
至
る
が
ご
と
く
、
目
に
は
見

へ
ね
ど
も
其
報
ひ
を
請
る
事
天
地
運
行
に
等
し
く
、
善
悪
の
報
ひ（
十

六
オ
）
も
又
然
也
。
或
ひ
は
親
に
不
孝
主
に
不
忠
を
な
し
、
神
社
仏

閣
の
器
物
を
盗
む
な
ど
、
た
ち
ま
ち
目
昧
ら
み
命
を
う
し
な
ふ
な
ど

的
然
の
事
は
な
け
れ
ど
も
、
終
に
は
日
月
の
と
が
め
を
う
け
て
身
を

て
き
ぜ
ん

亡
し
刑
を
か
ふ
む
る
事
な
り
。
神
仏
す
ら
か
く
の
ご
と
し
。
況
や
天
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魔
外
道
鬼
魅
の
類
ひ
は
、
お
の
れ
強
気
な
れ
ば
忽
ち
災
ひ
を
な
す
事

な
し
と
（
十
六
ウ
）
い
へ
ど
も
、
其
強
気
の
心
に
会
託
し
て
其
身
自

ゑ
た
く

滅
の
基
ひ
を
起
す
事
、
代
々
た
め
し
す
く
な
か
ら
ず
。
七
九
郎
は
杉

の
大
木
の
下
に
座
し
、
天
狗
に
て
も
来
る
か
と
、
昼
夜
寝
も
や
ら
ず

伺
ひ
け
れ
ど
も
、
さ
し
て
か
わ
り
し
事
も
な
し
。
何
の
怪
し
き
事
も

な
け
れ
ば
、
労
れ
て
樹
の
根
を
ま
く
ら
と
し
て
寝
入
た
り
。
然
る
に

つ
か

夢
中
に
、「
七
九
郎
〳
〵
」
と
呼
声
に
、（
十
七
オ
）
其
か
た
を
見
れ

ば
、
空
中
に
声
ば
か
り
し
て
、「
せ
お
ひ
し
も
の
は
如
何
に
」
と
い
ふ

か
と
思
へ
ば
、
夢
は
覚
た
り
。
七
九
郎
不
思
議
に
思
ひ
て
背
負
し
風

呂
敷
包
み
を
あ
け
て
見
れ
ば
、
八
幡
宮
の
社
内
に
て
盗
み
し
中
に
錦

の
袋
に
入
し
九
寸
五
分
の
守
り
刀
に
御
紋
付
あ
り
。
是
を
つ
く
〴
〵

と
思
ふ
に
、
誠
に
是
は
一
伯
公
御
在
世
の
節
奉
納
（
十
七
ウ
）
あ
り

し
大
切
の
物
な
り
。
是
を
も
つ
て
蜜
に
諸
人
に
見
せ
て
欺
き
お
ど
さ

ひ
そ
か

ば
、
金
銀
を
ね
だ
り
取
べ
し
。
且
は
立
身
の
種
に
も
成
べ
し
と
思
ひ
、

天
狗
の
知
ら
せ
な
ら
ん
と
心
に
会
得
し
て
、
夫
よ
り
山
を
出
て
里
に

至
り
、
食
物
を
求
め
て
又
山
に
入
、
か
く
の
ご
と
く
す
る
事
一
年
余

り
に
成
け
れ
ば
、
最
早
詮
義
の
沙
汰
も
納
り
ぬ
べ
し
と
お
も
ひ
て
、

髪
は
（
十
八
オ
）
の
び
て
惣
髪
と
成
て
、
山
奥
を
出
て
熊
野
の
本
宮

に
来
り
、
湯
の
峯
に
い
た
り
、「
そ
れ
が
し
は
北
国
方
の
浪
人
な
り
。

入
湯
の
為
に
入
来
り
し
」
と
て
湯
の
峯
に
逗
留
し
て
、
身
の
納
り
を

工
夫
し
て
居
た
り
し
時
に
、
紀
州
那
賀
郡
の
郷
士
岩
村
喜
蔵
と
い
ふ

も
の
、
是
も
湯
治
の
為
に
来
り
し
が
、
生
得
強
勢
も
の
に
て
、
武
術

を
好
み
（
十
八
ウ
）
し
者
な
る
が
、
七
九
郎
が
体
を
見
て
げ
る
に
、

大
男
に
し
て
眼
ざ
し
常
な
ら
ざ
る
を
見
て
、
近
付
に
成
て
其
子
細
を

た
づ
ね
し
か
ば
、
七
九
郎
申
は
、「
某
し
は
親
属
生
国
越
前
の
者
な
り
。

子
細
有
て
浪
人
し
、
一
伯
公
退
去
の
節
よ
り
自
分
の
在
所
に
引
籠
り

居
候
」
と
て
、
彼
に
し
き
の
袋
に
入
し
守
り
刀
を
出
し
て
、「
是
は
親

ど
も
拝
領
有
し
大
（
十
九
オ
）
切
の
御
守
り
刀
な
れ
ば
、
肌
身
放
さ

ず
所
持
致
す
な
り
。
我
も
武
家
の
奉
公
望
む
身
の
う
へ
な
れ
ば
、
諸

国
武
者
修
行
を
致
し
て
爰
に
来
り
、
幸
ひ
に
入
湯
い
た
し
候
な
り
」

と
語
り
け
れ
ば
、
岩
村
喜
蔵
右
の
守
り
刀
を
見
て
、
よ
し
有
浪
人
な

り
と
お
も
ひ
て
大
き
に
悦
び
、
元
来
武
術
を
好
め
る
事
ゆ
へ
、
甚
だ

心
に
叶
ひ
、「
某
は
当
国
那
賀
郡
（
十
九
ウ
）
の
者
な
り
。
是
よ
り
程

近
け
れ
ば
、
我
方
へ
も
来
ら
れ
逗
留
し
給
へ
」
と
、
二
廻
り
入
湯
し

て
、
其
間
に
至
極
入
魂
に
語
り
、
喜
蔵
入
湯
す
ん
で
七
九
郎
を
伴
ひ

じ
ゆ
こ
ん

我
家
に
帰
り
け
る
。
扨
七
九
郎
は
改
名
し
て
石
見
三
郎
左
衞
門
と
名

付
、
段
々
剣
術
の
は
な
し
に
な
り
て
、
石
見
は
元
よ
り
家
職
を
き
ら

ひ
剣
術
を
好
み
、
真
影
流
の
極
意
を
得
て
、
太
刀
鎗
（
二
十
オ
）
棒

や
わ
ら
の
術
ま
で
も
残
る
所
な
く
修
練
し
て
居
け
る
ゆ
へ
、
喜
蔵
大

き
に
悦
び
馳
走
し
て
留
置
け
る
。
此
岩
村
は
郷
士
な
れ
ど
も
、
数
年

無
録
に
て
く
ら
し
尾
羽
う
ち
か
ら
し
、
身
上
挊
に
出
ん
と
思
ふ
折
ふ

か
せ
ぎ

し
、
三
郎
左
衞
門
に
出
合
、
見
る
所
一
曲
有
者
と
思
ひ
、
仕
官
の
た

く
せ
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よ
り
に
も
と
、
我
家
へ
同
道
し
た
り
。
石
見
は
元
来
詞
を
も
つ
て（
二

十
ウ
）
人
を
あ
ざ
む
き
、
守
り
刀
を
お
の
が
素
性
に
お
ど
し
込
で
、

何
れ
に
成
と
も
足
溜
り
に
し
て
立
身
の
便
り
に
せ
ん
も
の
と
思
ひ
て
、

先
は
此
家
に
遊
客
と
成
て
居
け
る
な
り
。（
二
十
一
オ
）

北
野
聖
廟
霊
験
記
第
弐

目
録

一

北
川
新
右
衞
門
水
公
事
を
巧
む
事

幷
伜
新
十
郎
姫
路
の
家
中
に
成
事

一

辻
風
伊
助
お
つ
や
を
島
原
へ
売
事

幷
伊
助
逐
電
の
事
（
一
オ
）
白
紙
（
一
ウ
）

北
野
聖
廟
霊
顕
記
第
弐

北
川
新
右
衞
門
水
公
事
を
巧
む
事

幷
伜
新
十
郎
姫
路
の
家
中
に
成
事

爰
に
大
和
国
梅
ヶ
谷
と
い
ふ
所
に
北
川
新
右
衞
門
と
い
ふ
郷
百
性
あ

り
。
田
地
も
数
多
も
ち
て
所
の
名
主
た
り
し
ゆ
へ
、
近
郷
に
か
く
れ

な
し
。
然
る
に
大
和
は
水
す
く
な
く
、
年
々
旱
魃
に
て
（
二
オ
）
田

畑
を
損
じ
難
義
し
け
る
ゆ
へ
、
何
と
ぞ
河
内
の
水
筋
を
此
所
へ
付
な

ば
、
近
郷
の
扶
け
と
成
べ
き
な
れ
ど
も
、
非
道
の
事
な
ど
は
い
か
ゞ

と
思
へ
ど
も
、
年
々
の
不
作
聞
に
絶
か
ね
て
、
計
る
事
を
工
夫
し
、

た
へ

我
家
の
普
請
に
事
よ
せ
山
を
買
と
り
、
夫
よ
り
河
内
の
水
す
じ
へ
地

を
掘
て
、
人
知
れ
ず
土
砂
を
敷
、
大
和
領
分
迄
（
二
ウ
）
水
筋
の
用

を
こ
し
ら
へ
置
て
、
扨
梅
が
谷
に
古
き
小
祠
あ
り
。
何
の
神
を
い
わ

ほ
こ
ら

ひ
祭
り
し
と
も
知
れ
ざ
る
ゆ
へ
、
古
き
石
の
か
け
た
る
を
額
の
様
に

し
て
、
額
面
に
水
守
明
神
と
彫
つ
け
地
の
底
に
う
づ
み
置
。
是
を
い

ほ
り

ひ
立
に
し
て
、
河
内
へ
水
公
事
を
仕
か
け
、
も
し
公
事
に
負
な
ば
大

和
を
畑
年
貢
に
願
ふ
べ
し
と
の
工
み
な
り
け
る
。
此
事
当
分（
三
オ
）

申
出
し
て
は
成
就
せ
ま
じ
と
て
、
年
を
経
て
自
然
と
事
の
発
す
る
仕

や
う
有
べ
し
と
、
人
に
は
曾
て
か
た
ら
ず
、
自
身
胸
に
ふ
か
く
た
ゝ

か
つ

み
こ
ん
で
居
ら
れ
し
が
、
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
病
に
な
や
み
、
今
は
は

や
全
快
有
ま
じ
と
思
ひ
し
か
ば
、
一
子
新
十
郎
を
呼
で
蜜
に
申
さ
れ

ひ
そ
か

け
る
は
、「
我
年
頃
当
国
近
郷
旱
魃
に
痛
む
事
を
な
げ
き
、
是
を
（
三

ウ
）
す
く
わ
ん
と
、
斯
の
ご
と
く
企
て
い
た
し
置
た
り
。
今
四
五
年

致
し
な
ば
、
事
を
お
こ
し
て
是
非
と
も
に
水
す
じ
を
ば
大
和
へ
付
る

か
、
左
も
な
き
時
は
年
貢
を
畑
年
貢
に
願
ふ
べ
し
と
、
二
ツ
一
ツ
の

公
事
を
仕
か
け
置
た
れ
ば
、
是
非
一
ツ
は
成
就
す
べ
し
。
此
事
叶
ひ
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な
ば
、
当
国
近
郷
は
浮
み
上
ら
ん
。
し
か
れ
ば
諸
人
の
為
、
且
は
我

家
も
富
栄
ん
。
子
孫
も
（
四
オ
）
繁
昌
す
べ
し
と
、
心
を
尽
し
て
致

し
置
し
に
、
か
く
や
ま
ひ
に
か
ゝ
り
て
、
も
は
や
余
命
も
旦
夕
に
あ

り
。
死
す
る
命
は
お
し
か
ら
ね
ど
も
、
此
事
空
し
く
う
づ
も
れ
て
我

心
ざ
し
の
朽
な
ん
事
を
う
ら
む
。
汝
に
今
知
ら
せ
置
間
、
我
志
し
を

ば
継
で
此
事
成
就
す
べ
し
。
其
仕
様
は
、
古
き
小
祠
の
辺
り
に
家
を

ほ
こ
ら

建
る
と
い
ひ
立
に
し
て
、
地
中
を
掘
て
（
四
ウ
）
見
よ
。
下
に
石
の

額
あ
り
。
水
守
明
神
と
彫
印
す
。
扨
は
此
小
祠
は
水
守
の
神
也
と
披

ほ
り
し
る

露
し
て
、
い
づ
れ
か
水
ぞ
と
地
を
掘
て
見
よ
。
下
に
砂
り
を
敷
て
あ

じ
や

り
。
夫
を
段
々
に
つ
た
ひ
行
ば
、
河
内
の
水
す
じ
へ
出
べ
し
。
此
事

を
言
立
に
し
て
河
内
へ
水
公
事
を
仕
か
け
、
落
着
せ
ず
ば
、
大
和
は

畑
年
貢
に
願
ふ
べ
し
」
と
委
細
言
ふ
く
め
て
、
手
帳
を
出
し
て
（
五

オ
）
水
筋
、
水
守
の
額
の
あ
り
所
を
つ
ぶ
さ
に
書
印
し
有
を
、
一
子

か
き
し
る

新
十
郎
に
渡
し
、
其
身
は
次
第
に
病
衰
し
て
程
な
く
相
果
け
る
。
然

る
に
新
十
郎
は
父
と
は
違
ひ
、
幼
少
よ
り
遊
藝
を
好
み
、
南
都
に
行

て
今
春
家
の
門
弟
と
な
り
て
明
暮
能
を
稽
古
し
て
居
た
り
し
が
、
父

こ
ん
ぱ
る
け

存
命
の
時
は
、家
業
に
う
と
し
と
だ
ん
〳
〵
に
異
見
せ
し
か
ど
も
、（
五

ウ
）
抜
々
て
南
都
へ
通
ひ
け
る
が
、
此
度
末
期
に
く
れ
〴
〵
と
家
の

ぬ
け

栄
へ
を
遺
言
せ
し
に
、
其
の
せ
つ
は
聞
入
し
ご
と
く
成
し
が
、
忌
中

も
明
と
其
儘
南
都
へ
か
け
出
し
、
能
の
稽
古
修
行
し
て
、
宿
へ
帰
ら

あ
く

ず
。
父
が
遺
言
も
わ
す
れ
は
て
、
一
向
能
に
う
き
身
を
や
つ
し
て
、

梅
ヶ
谷
へ
は
月
に
一
両
度
な
ら
で
は
帰
ら
ず
。
弟
新
吉
郎
内
に
あ
り

て
家
業
を
つ
と
め
（
六
オ
）
け
れ
ど
も
、
兄
新
十
郎
は
多
く
の
金
銀

を
遊
藝
に
つ
い
や
し
け
る
ゆ
へ
、
一
類
中
異
見
す
れ
ど
も
聞
ず
。
田

畑
も
売
払
身
体
も
次
第
に
薄
く
な
り
ゆ
く
に
し
た
が
ひ
、
親
類
中
兎

角
兄
の
新
十
郎
に
て
は
此
家
立
が
た
く
と
相
談
し
て
、
新
十
郎
を
追

出
し
、
弟
今
年
十
三
才
に
成
け
る
ゆ
へ
、
家
督
を
継
け
れ
ど
も
、
若

輩
な
れ
ば
、
親
類
中
よ
り
後
見
し
（
六
ウ
）
て
家
職
を
納
め
け
る
。

兄
新
十
郎
は
一
家
中
に
追
は
な
さ
れ
、
よ
る
方
も
な
く
今
春
家
に
奉

公
分
に
有
付
、
年
を
経
て
暇
を
と
り
、
京
都
へ
の
ぼ
り
知
る
べ
を
た

の
み
、
二
条
河
原
町
辺
に
能
指
南
を
し
て
居
た
り
け
る
。
時
に
播
州

姫
路
本
多
家
の
御
家
中
有
川
庄
左
衞
門
と
い
ふ
武
士
、
京
都
遊
が
く

の
為
三
条
薪
屋
町
に
座
し
き
を
か
り
て
逗
留
し
て
（
七
オ
）
居
ら
れ

き

し
が
、
北
川
新
十
郎
が
近
辺
成
を
も
つ
て
呼
よ
せ
て
閑
暇
の
な
ぐ
さ

み
の
相
手
に
致
し
け
る
が
、
元
よ
り
新
十
郎
能
藝
鍛
錬
の
も
の
な
れ

ば
、
万
事
身
の
取
廻
し
も
よ
く
、
庄
左
衞
門
の
心
に
叶
ひ
、
殊
に
姫

路
の
太
守
御
能
を
好
ま
せ
ら
れ
て
毎
日
御
興
行
あ
り
て
御
た
の
し
み

な
さ
れ
け
る
ゆ
へ
、
庄
左
衞
門
新
十
郎
に
申
は
、「
主
人
事
御
能
を
好す

か

（
七
ウ
）
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、
又
然
る
べ
き
藝
者
も
な
し
。
貴
殿
を

御
勧
め
申
さ
ば
召
抱
へ
ら
る
べ
し
。
奉
公
致
さ
る
べ
く
や
」
と
申
さ

れ
け
れ
ば
、
北
川
聞
て
、「
私
元
来
百
性
の
家
に
生
れ
候
得
ば
、
争
か

い
か
で

武
家
の
間
に
合
申
義
は
候
ま
じ
」
と
申
せ
ば
、
庄
左
衞
門
、「
い
や
左
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に
あ
ら
ず
。
貴
殿
の
藝
術
を
も
つ
て
御
奉
公
召
る
ゝ
に
、
な
ん
ぞ
間

に
合
ざ
る
事
の
候
べ
き
。
貴
殿
さ
へ
得
心
あ
ら
ば
、
直
様
殿
へ
（
八

す
ぐ
さ
ま

オ
）
申
上
べ
し
」
と
い
へ
ば
、
新
十
郎
大
き
に
悦
び
、「
兎
も
角
も
能

き
や
う
に
御
計
ら
ひ
頼
奉
る
」
と
申
に
よ
つ
て
、
国
便
り
の
文
通
に
、

我
懇
意
に
致
す
御
近
習
へ
右
の
段
書
し
た
ゝ
め
遣
わ
し
、「
折
を
も
つ

て
御
前
へ
披
露
い
た
し
給
は
れ
」
と
申
遣
わ
し
け
る
ゆ
へ
、
御
傍
用
人

そ
ば
よ
う
に
ん

御
近
習
の
と
も
が
ら
、
常
々
御
能
の
砌
り
は
役
に
さ
ゝ
れ
素
人
藝
を

勤
め
け
れ
ど
も
、
師
を
取
て
（
八
ウ
）
な
ら
わ
ざ
れ
ば
万
事
覚
束
な

く
、
幸
ひ
の
事
を
申
越
れ
し
と
て
、
早
速
太
守
の
御
聞
に
達
し
け
る
。

太
守
大
き
に
御
悦
び
あ
つ
て
、
其
道
に
預
る
べ
き
者
を
兼
て
抱
へ
度

思
し
召
る
ゝ
折
か
ら
な
れ
ば
、
召
か
ゝ
ゆ
べ
き
よ
し
仰
出
さ
れ
、
其

段
京
都
へ
申
遣
わ
し
、
知
行
百
石
に
て
、
有
川
庄
左
衞
門
取
持
に
て
、

則
ち
同
道
有
て
姫
路
へ
帰
国
せ
ん
と
支
度
せ
ら
（
九
オ
）
れ
し
に
、

新
十
郎
い
ま
だ
妻
な
く
て
、
近
所
の
娘
と
ふ
と
馴
そ
め
、
す
で
に
懐

妊
致
し
居
け
る
ゆ
へ
、
此
度
姫
路
へ
召
つ
れ
ん
と
言
け
れ
共
、
娘
の

母
二
条
河
原
町
に
住
け
る
が
、
只
一
人
の
娘
な
れ
ば
、
は
る
〴
〵
田

舎
へ
遣
わ
す
事
を
嫌
ら
ひ
て
、
色
々
に
す
ゝ
め
け
れ
ど
も
得
心
せ
ず
。

娘
も
詮
方
な
く
此
よ
し
新
十
郎
へ
告
け
れ
ば
、
北
川
聞
て
、「
行
末
近

き
母
（
九
ウ
）
な
れ
ば
、
見
捨
ん
事
も
不
孝
な
り
。
跡
に
残
り
て
母

の
終
り
を
見
届
け
て
、
後
に
迎
へ
取
べ
し
。
胎
内
の
子
男
子
な
ら
ば

さ
つ
そ
く
に
知
ら
す
べ
し
。
女
子
な
ら
ば
其
方
心
ま
か
せ
に
如
何
様

と
も
計
ら
ふ
べ
し
。
此
方
心
は
か
わ
る
事
な
し
」
と
て
、
白
菊
と
い

ふ
名
香
に
金
子
百
両
そ
へ
て
彼
女
に
あ
た
へ
、
新
十
郎
は
有
川

に
誘
わ
れ
播
州
さ
し
て
（
十
オ
）
下
り
け
る
。

い
ざ
な

辻
風
伊
助
お
つ
や
を
島
原
へ
売
事

幷
伊
助
ち
く
で
ん
の
事

斯
て
娘
は
跡
に
残
り
て
か
れ
こ
れ
と
す
る
う
ち
に
、
は
や
臨
月
に
至

り
て
産
の
気
付
け
る
が
、
甚
だ
難
産
に
て
、
三
日
三
夜
脳
ま
し
て
、

な
や

漸
々
と
生
落
し
け
れ
ど
も
、
跡
ざ
ん
下
り
か
ね
て
、
母
は
（
十
ウ
）

あ
と

お

終
に
空
し
く
成
に
け
る
。
又
生
れ
し
子
は
女
子
に
て
無
事
に
在
け
れ

ど
も
、
母
な
け
れ
ば
乳
母
を
置
て
そ
だ
て
、
名
を
ば
お
つ
や
と
付
て
、

祖
母
の
養
育
に
て
生
立
け
る
。
新
十
郎
方
へ
も
右
の
段
申
遣
し
け
る
。

お
い
た
て

程
な
く
祖
母
も
過
行
て
、
お
つ
や
は
母
の
妹
有
け
る
が
、
此
方
へ
引

と
り
養
育
致
し
け
る
。
光
陰
矢
の
ご
と
く
年
月
押
移
り
、
お
つ
や
も

早
十
三
才
に
成
け
る
が
、
伯
母
壱
（
十
一
オ
）
人
姪
一
人
な
れ
ば
、

至
極
大
切
に
そ
だ
て
け
る
が
、
美
目
容
麗
し
く
、
都
育
の
花
車
風

み

め
か
た
ち

そ
だ
ち

流
い
わ
ん
方
な
き
む
ま
れ
付
ゆ
へ
、
人
の
目
を
お
ど
ろ
か
し
け
る
。

爰
に
ま
た
近
き
辺
り
に
歩
行
荷
を
持
て
渡
世
と
す
る
辻
風
の
伊
助
と

か

ち

に

い
ふ
者
、
博
奕
を
好
み
人
を
姦
衒
佞
言
貪
膳
な
ど
、
大
の
悪
者
あ
り

か
た
り
ね
だ
り

と

る

け
る
が
、
此
伊
助
つ
ら
〳
〵
と
お
も
ひ
け
る
は
、
女
む
す
め
を
だ
ま
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し
（
十
一
ウ
）
島
原
へ
売
な
ら
ば
、
よ
き
元
手
を
得
る
也
と
思
ひ
、

邪
智
を
め
ぐ
ら
し
、
彼
娘
が
伯
母
の
方
へ
行
て
、「
私
昨
日
三
条
の
蹴

上
よ
り
播
州
の
侍
衆
の
小
揚
に
や
と
わ
れ
、
荷
物
を
も
つ
て
四
条
大

こ
あ
げ

宮
の
旅
宿
へ
持
付
し
が
、
旅
宿
に
付
と
、
彼
さ
む
ら
い
は
余
程
大
身

と
見
へ
て
、
供
廻
り
も
五
六
人
召
つ
れ
て
有
し
が
、
人
歩
の
わ
た
く

し
ど
も
へ
、「
大
義
で
あ
つ
た
。
酒
に
て
も
呑
べ
し
」
と
申（
十
二
オ
）

さ
れ
て
酒
を
下
さ
れ
、
や
す
ん
で
居
り
ま
し
た
れ
ば
、
彼
御
さ
む
ら

い
の
申
さ
れ
ま
す
る
は
、「
其
方
は
当
地
の
生
れ
か
、
他
国
の
者
か
」

と
御
た
づ
ね
ゆ
へ
、「
わ
た
く
し
は
当
所
の
生
れ
に
て
御
座
候
」
と
申

た
れ
ば
、「
所
は
い
づ
く
に
住
ぞ
」
と
御
た
づ
ね
有
ゆ
へ
、「
二
条
川

原
町
に
裏
だ
な
を
か
つ
て
住
居
仕
る
」
と
申
け
れ
ば
、「
久
し
く
其
所

に
す
む
か
、
又
ち
か
ご
ろ
宅
替
し
て
行
た
る
か
」
と
の
（
十
二
ウ
）

た
く
が
へ

御
た
づ
ね
ゆ
へ
、「
わ
た
く
し
は
幼
少
よ
り
彼
所
に
く
ら
し
て
、
今
年

卅
八
才
ま
で
所
を
か
へ
ず
く
ら
し
申
候
」
と
こ
た
へ
し
か
ば
、
か
の

侍
首
を
か
た
む
け
て
し
ば
ら
く
思
案
し
て
、「
し
か
ら
ば
其
方
に
少
々

ち

と

尋
ね
度
事
有
」
と
て
、
奥
座
敷
へ
我
を
ま
ね
き
給
ふ
ゆ
へ
、
草
鞋
が

け
な
が
ら
庭
よ
り
裏
へ
廻
り
ま
し
て
、
椽
側
に
腰
か
け
て
居
た
れ
ば
、

彼
侍
申
さ
る
ゝ
は
、「
我
十
三
歳
已
前
子
細
有
て
（
十
三
オ
）
京
都
に

住
居
せ
し
が
、
其
近
辺
の
女
と
ふ
と
馴
染
に
成
、
既
に
懐
胎
せ
し
処

に
、
国
元
へ
参
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
あ
り
て
帰
国
致
す
に
付
、
女
も
同

道
い
た
す
べ
く
と
申
け
れ
ど
も
、
女
の
母
年
老
て
壱
人
の
娘
田
舎
へ

遣
わ
す
事
を
大
き
に
な
げ
き
し
よ
り
、
則
ち
女
を
母
に
あ
づ
け
置
て

下
り
し
に
、
其
後
程
な
く
娘
を
生
落
し
た
る
よ
し
申
越
て
、
母
は
産

後
（
十
三
ウ
）
に
空
し
く
成
し
よ
し
聞
て
、
不
便
の
事
に
お
も
ひ
て

た
づ
ね
度
思
へ
ど
も
、
主
君
に
仕
へ
る
身
な
れ
ば
、
心
に
ま
か
せ
ず
。

自
分
の
用
事
に
い
と
ま
も
願
わ
れ
ず
、
ぜ
ひ
な
く
い
た
づ
ら
に
年
月

を
送
り
た
り
。
年
よ
る
に
付
て
思
ひ
出
す
あ
い
だ
、
其
方
二
条
川
原

町
に
年
久
し
く
住
と
い
へ
ば
、
も
し
や
心
当
り
は
な
き
や
」
と
た
づ

ね
給
ふ
ゆ
へ
、
私
思
案
し
て
見
る
に
、（
十
四
オ
）
其
も
と
の
事
思
ひ

出
し
、
た
し
か
に
十
三
年
已
ぜ
ん
、
妹
子
の
生
給
ひ
し
お
つ
や
女
郎
、

い

父
御
は
播
州
の
武
士
と
や
ら
。
其
せ
つ
産
後
に
母
御
は
御
果
な
さ
れ
、

其
元
の
方
へ
引
取
給
ふ
う
わ
さ
を
ふ
と
思
ひ
出
し
て
、
右
の
御
さ
む

ら
い
に
申
は
、「

慥
に
そ
れ
と
は
存
じ
当
り
御
座
候
。
当
年
十
三

た
し
か

才
に
て
、
今
手
な
ら
ひ
に
い
て
居
ら
れ
ま
す
」
と
申
た
れ
ば
、「
夫
は

嬉
し
い
事
（
十
四
ウ
）
な
り
。
呼
よ
せ
て
逢
た
く
お
も
へ
ど
も
、
此

度
は
殿
の
御
用
に
付
傍
輩
衆
も
同
道
な
れ
ば
、
左
様
の
事
も
致
し
が

た
し
。
明
後
日
発
足
す
れ
ば
、
其
ほ
う
の
働
き
に
て
明
日
つ
れ
て
来

て
一
目
わ
れ
に
見
せ
て
く
れ
よ
」
と
御
頼
み
な
り
。
遣
わ
さ
る
べ
き

や
」
と
誠
ら
し
く
偽
り
け
る
。
伯
母
は
是
を
聞
て
ま
こ
と
也
と
思
ひ
、

「
そ
れ
は
何
に
て
も
あ
の
子
の
出
世
。
成
程
遣
わ
し
（
十
五
オ
）
申

べ
し
」
と
て
、「
何
ぶ
ん
然
る
べ
く
頼
み
入
」
と
申
せ
ば
、
伊
助
は
仕

す
ま
し
た
り
と
心
悦
び
、「
然
ら
ば
明
日
同
道
致
す
べ
し
」
と
て
、「
ず
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い
ぶ
ん
こ
し
ら
へ
待
給
へ
」
と
約
束
し
て
、
我
家
へ
帰
り
、
直
に
島

す
ぐ

原
の
三
文
字
や
へ
行
て
亭
主
に
逢
て
、「
私
は
二
条
川
原
町
に
住
居
致

す
者
に
て
御
座
候
。
壱
人
の
母
大
病
に
て
十
死
一
生
に
て
御
座
候
所
、

御
医
者
方
人
参
を
用
（
十
五
ウ
）
申
さ
ね
ば
快
気
成
が
た
し
と
仰
ら

れ
候
へ
共
、
身
貧
な
る
私
、
才
覚
も
出
来
が
た
く
、
子
を
捨
て
成
と

も
親
を
助
け
度
存
候
に
付
、
一
人
の
娘
御
座
候
が
、
親
の
口
か
ら
ほ

め
る
は
如
何
に
候
へ
ど
も
、
十
人
に
も
勝
れ
し
生
れ
付
ゆ
へ
、
一
し

ほ
不
便
に
候
へ
ど
も
、
是
を
其
元
さ
ま
へ
御
か
ゝ
へ
下
さ
れ
、
金
子

借
用
仕
候
て
、
母
の
病
気
た
す
け
度
候
」
と
ま
こ
と
し
や
か
に
申
け

れ
ば
、
三
文
字（
十
六
オ
）屋
亭
主
も
元
よ
り
商
売
の
事
な
れ
ば
、「
成

ほ
ど
抱
へ
申
べ
し
。
去
な
が
ら
見
ぬ
あ
き
な
ひ
は
な
ら
ぬ
も
の
な
り
。

つ
れ
て
来
て
見
て
の
う
へ
、
い
か
や
う
と
も
相
談
す
べ
し
」
と
い
ふ
。

伊
助
、「
然
ら
ば
明
日
召
つ
れ
参
る
べ
し
。
し
か
し
い
ま
だ
よ
そ
外ほ

か

へ
出
た
る
事
な
き
ふ
と
こ
ろ
子
に
て
候
へ
ば
、
か
や
う
の
所
へ
奉
公

に
遣
わ
す
と
申
さ
ば
い
や
が
り
（
十
六
ウ
）
申
べ
し
。
つ
れ
て
参
り

候
は
ゞ
、
わ
た
く
し
を
馴
染
の
や
う
に
仰
ら
れ
、
娘
に
逢
た
が
る
人

追
つ
け
来
る
は
づ
な
り
、
待
て
居
よ
と
御
す
か
し
な
さ
れ
御
と
め
下

さ
る
べ
し
」
と
申
け
れ
ば
、「
い
か
に
も
手
前
の
気
に
入
し
奉
公
人
な

ら
ば
、
い
か
や
う
に
し
て
な
り
と
も
か
ゝ
ゆ
べ
し
」
と
相
談
し
め
し

合
せ
、
伊
助
は
我
家
へ
帰
り
、
家
内
諸
道
具
少
々
有
け
る
を
道
具
や

（
十
七
オ
）
へ
売
は
ら
ひ
、
内
を
片
づ
け
て
、
扨
翌
日
彼
伯
母
の
方

へ
行
、「
只
今
右
の
所
へ
娘
子
を
同
道
い
た
す
べ
し
」
と
申
け
れ
ば
、

伯
母
悦
び
て
、
髪
う
つ
く
し
う
結
て
衣
裳
も
着
が
へ
さ
せ
、
母
の
ゆ

づ
り
の
し
ら
菊
の
名
香
を
守
り
袋
へ
い
れ
首
に
か
け
さ
せ
、「
是
を
御

目
に
か
け
な
ば
、
い
よ
〳
〵
父
御
が
そ
な
た
を
我
子
と
慥
に
思
し
召
、

た
し
か

出
世
の
た
ね
と
成
事
」
と
申
聞
せ
、（
十
七
ウ
）
身
ご
し
ら
へ
出
来
し

か
ば
、「
御
世
話
な
が
ら
御
さ
む
ら
い
様
へ
能
や
う
に
御
申
下
さ
る

よ
き

べ
し
」
と
頼
み
て
、
娘
お
つ
や
を
伊
助
に
渡
し
け
る
。
辻
風
伊
助
は

急
ぎ
三
文
字
や
へ
連
行
け
れ
ば
、「
是
は
〳
〵
能
こ
そ
見
へ
た
り
」
と
、

よ
く

亭
主
は
き
の
ふ
申
合
せ
し
事
な
れ
ば
、
百
年
も
な
じ
み
し
や
う
に
挨

拶
し
て
、
娘
お
つ
や
を
見
る
に
、
中
々
器
量
勝
れ
け
れ
ば
、
是
を
手

入
致
し
な
ば
、
あ
つ
ぱ
れ
（
十
八
オ
）
此
里
の
太
夫
職
の
頭
と
も
成

べ
き
生
れ
付
な
れ
ば
、
商
売
が
ら
に
て
能
見
て
と
り
、
飛
た
つ
や
う

よ
く

に
思
ひ
て
、「
先
伊
助
殿
喰
に
て
も
参
れ
よ
」
と
酒
な
ど
出
し
て
も

め
し

て
な
し
、「
あ
の
子
に
は
逢
た
が
る
人
が
追
付
見
へ
る
べ
し
」
と
奥
へ

や
り
、
跡
に
て
伊
助
と
相
談
し
、
工
界
十
年
切
て
金
子
五
十
両
渡
し

く
が
い

け
れ
ば
、
伊
助
受
取
て
、「
外
見
ず
の
お
ぼ
こ
成
も
の
に
て
候
。
御

そ
と

心
（
十
八
ウ
）
そ
へ
下
さ
る
べ
し
」
と
空
な
き
し
て
、
金
子
懐
中
し

て
何
国
と
も
な
く
ち
く
で
ん
し
け
る
と
か
や
。（
十
九
オ
）

い
づ
く
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北
野
聖
廟
霊
顕
記
第
三

目
録

一

娘
お
つ
や
傾
城
陸
奥
と
成
事

幷
岡
本
三
木
之
進
島
原
へ
通
ふ
事

一

傾
城
陸
奥
請
出
さ
る
ゝ
事

幷
浅
山
新
五
郎
諫
死
之
事
（
一
オ
）
白
紙
（
一
ウ
）

北
野
聖
廟
霊
験
記
第
三

娘
お
つ
や
傾
城
陸
奥
と
成
事

幷
岡
本
三
木
之
進
島
原
に
通
ふ
事

か
く
て
お
つ
や
は
只
壱
人
奥
に
待
居
た
り
し
が
、
父
う
へ
も
来
り
給

わ
ず
。
ま
て
ど
も
〳
〵
何
の
お
と
づ
れ
も
せ
ず
。
常
に
見
な
れ
ぬ
は

で
な
る
女
中
立
か
わ
り
入
か
わ
り
娘
（
二
オ
）
の
そ
ば
に
来
て
、
な

じ
み
の
出
来
る
や
う
に
い
ろ
〳
〵
の
は
な
し
を
仕
か
け
け
れ
共
、
お

つ
や
は
何
の
い
ら
へ
も
な
く
、
早
日
も
く
れ
に
及
び
し
か
ば
、「
わ
た

く
し
は
帰
り
た
し
。
伊
助
殿
は
何
方
に
御
座
候
」
と
い
ふ
に
、
内
の

女
房
が
来
り
て
、「
そ
な
た
事
は
伊
助
ど
の
よ
り
此
方
へ
奉
公
に
か
ゝ

へ
た
り
。
よ
つ
て
帰
す
事
は
な
ら
ず
。
傍
輩
の
女
郎
達
と
つ
い
松
に

て
も
と
り
て
（
二
ウ
）
な
ぐ
さ
み
給
へ
」
と
、
そ
れ
じ
や
の
女
房
な

れ
ば
、
こ
と
ば
和
ら
か
に
す
か
し
け
る
に
ぞ
、
お
つ
や
始
め
て
聞
、

大
き
に
な
げ
き
、
扨
は
伊
助
は
伯
母
を
だ
ま
し
て
我
を
此
所
へ
売
り

し
と
思
ひ
ふ
し
、
じ
つ
と
泣
悲
し
み
、
伯
母
も
さ
ぞ
や
た
づ
ね
さ
ま

よ
ひ
給
わ
ん
と
、
食
事
も
せ
ず
な
き
居
た
り
。
不
便
な
り
け
る
次
第

な
り
。
爰
に
お
ゐ
て
三
文
字
屋
夫
婦
、
扨
は
伊
助
め
が
勾
引
て
売（
三

か
ど
わ
か
し

オ
）
け
る
と
す
い
り
や
う
し
け
れ
ど
も
、
大
金
を
出
し
け
る
大
事
の

奉
公
人
な
れ
ば
、
友
ほ
う
ば
い
に
申
ふ
く
め
、
ず
い
ぶ
ん
機
嫌
を
と

ら
せ
、
外
へ
と
て
は
一
寸
も
出
さ
ず
日
数
重
る
に
つ
け
て
、
お
の
づ

そ
と

か
ら
其
気
に
う
つ
り
な
じ
み
も
か
さ
な
り
け
る
ゆ
へ
、
夫
婦
も
大
き

に
悦
び
、
諸
げ
い
を
な
ら
わ
せ
手
入
せ
し
か
ば
、
後
に
は
三
文
字
や

の
陸
奥
と
て
、
此
廓
里
の
名
取
の
太
夫
職
（
三
ウ
）
と
成
に
け
り
。

さ

と

扨
お
つ
や
の
伯
母
は
伊
助
に
た
ば
か
ら
れ
し
と
は
夢
に
も
知
ら
ず
、

日
ぐ
れ
ま
で
待
ど
も
帰
ら
ぬ
ゆ
へ
、
伊
助
方
へ
ゆ
き
て
見
れ
ば
、
門

は
し
め
て
あ
り
。
近
所
に
て
と
へ
ば
、「
今
朝
出
ら
れ
て
今
に
帰
ら
ず
」

と
い
ふ
ゆ
へ
是
非
な
く
、
夜
に
入
ど
も
帰
ら
ず
。
夜
明
て
あ
ま
り
気

遣
ひ
さ
に
、
家
ぬ
し
へ
行
尋
ね
し
に
、
家
主
申
は
、「
ひ
と
り
身
の
者

ゆ
へ
、
外
に
と
ま
る
（
四
オ
）
用
事
あ
ら
ば
此
方
へ
届
る
は
づ
也
。

ふ
し
ぎ
成
事
。
何
と
も
合
点
ゆ
か
ず
」
と
、
伊
助
が
所
へ
行
て
戸
を

こ
ぢ
明
て
見
れ
ば
、
家
内
諸
道
具
残
ら
ず
売
は
ら
ひ
し
と
見
へ
て
、

鍋
釜
ま
で
も
な
し
。
扨
は
出
奔
せ
し
と
て
、
方
々
さ
が
せ
ど
も
知
れ

ず
。
伯
母
は
大
事
の
姪
を
勾
引
か
さ
れ
、
狂
気
の
ご
と
く
は
し
り
廻

か
ど
は
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り
尋
ぬ
れ
ど
も
知
れ
ず
。
只
打
ふ
し
て
な
く
よ
り
（
四
ウ
）
外
は
な

く
、
余
り
に
心
を
い
た
め
て
、
終
に
空
し
く
成
に
け
る
。
斯
て
年
月

押
う
つ
り
、
お
つ
や
は
器
量
諸
人
に
勝
れ
諸
藝
に
も
達
し
、
今
は
島

原
に
て
三
文
字
や
の
陸
奥
と
い
へ
ば
、
此
里
に
て
隠
れ
な
き
全
盛
、

是
に
な
ら
ぶ
太
夫
も
な
く
、
多
く
の
客
有
が
中
に
、
爰
に
又
柳
原
中

納
言
様
の
御
近
習
を
勤
る
さ
む
ら
い
に
岡
本
三
木
之
進
と
い
ふ
て
、

（
五
オ
）
元
は
江
州
水
口
の
家
中
の
末
子
成
し
が
、
風
流
を
好
み
、

堂
上
方
に
出
て
奉
公
し
け
る
が
、
茶
の
湯
和
歌
連
俳
香
道
は
な
結
び
、

遊
藝
に
達
し
た
る
優
男
成
し
が
、
ふ
と
島
原
に
通
ひ
、
陸
奥
に
な

や
さ
お
と
こ

れ
初
て
、
わ
り
な
く
契
り
て
け
る
。
三
木
之
進
が
心
ざ
し
の
一
ト
方

な
ら
ぬ
ゆ
へ
に
、
陸
奥
も
末
か
け
て
、
勤
め
を
は
な
れ
て
、
た
が
ひ

に
替
る
な
か
わ
ら
じ
と
契
り
し
が
、
す
べ
て
色
（
五
ウ
）
里
の
な
ら

ひ
、
通
へ
ば
思
は
ず
金
銀
も
入
な
ら
ひ
。
元
来
わ
づ
か
の
録
に
て
公

家
奉
公
の
身
な
れ
ば
、
水
口
の
親
も
と
へ
い
ろ
〳
〵
と
偽
り
を
い
ひ

や
り
て
金
銀
を
乞
請
し
ゆ
へ
、
親
元
の
首
尾
も
悪
敷
、
堂
上
の
奉
公

こ
ひ
う
け

も
成
が
た
く
、
い
か
ゞ
せ
ん
と
気
を
い
た
め
け
る
が
、
陸
奥
に
か
た

り
、
何
国
へ
も
行
て
身
を
立
ん
と
、
暇
乞
の
為
に
来
り
て
、
し
か
〴

い
づ
く

〵
の
よ
し
し
み
〴
〵
と
咄
し
（
六
オ
）
け
れ
ば
、
陸
奥
も
深
ふ
な
じ

み
し
人
の
事
な
れ
ば
、
外
へ
や
り
て
は
逢
ふ
事
も
叶
わ
じ
と
思
ひ
、

ほ
か

少
し
の
金
子
三
木
之
進
に
わ
た
し
け
る
ゆ
へ
、
三
木
之
進
も
此
金
に

て
懇
意
成
人
を
頼
み
て
、
朱
雀
近
辺
に
て
裏
店
を
か
り
て
、
名
を
源

六
と
あ
ら
た
め
、
扇
子
団
の
画
な
ど
を
か
き
て
日
を
く
ら
し
、
又
夜

あ
ふ
ぎ
う
ち
わ

に
入
け
れ
ば
島
原
に
来
り
、
陸
奥
に
逢
（
六
ウ
）
ん
と
余
所
な
が
ら

顔
見
合
せ
、
夫
を
楽
し
み
に
し
て
月
日
を
送
り
、
又
折
あ
れ
ば
引
ふ

ね
が
情
に
首
尾
し
て
逢
ふ
事
も
あ
れ
ば
、
つ
も
る
物
語
に
う
き
を
た

の
し
み
く
ら
し
け
る
が
、
人
の
心
ほ
ど
う
た
が
ふ
物
は
あ
ら
じ
、
彼

陸
奥
が
方
よ
り
源
六
方
へ
折
々
文
な
ど
出
し
、
客
の
か
へ
り
し
跡
を

ば
知
ら
せ
け
る
ゆ
へ
、
源
六
も
陸
奥
が
情
わ
す
れ
が
た
く
通
ひ
け
る

が
、（
七
オ
）
始
め
の
ほ
ど
は
逢
ふ
事
間
違
は
ざ
り
し
が
、
ち
が
ひ
安

き
世
の
な
ら
ひ
、
か
ゝ
る
全
盛
の
陸
奥
な
れ
ど
も
、
勤
め
す
る
身
は

親
方
の
手
前
を
思
ひ
、
や
く
そ
く
の
日
も
折
々
に
は
違
ひ
け
る
ゆ
へ
、

源
六
方
へ
文
に
て
こ
と
わ
り
を
申
遣
わ
せ
し
か
共
、
源
六
は
心
を
う

た
が
ひ
、
是
迄
約
束
の
日
の
違
ふ
も
、
定
め
て
か
れ
に
間
夫
の
出
来

た
る
に
違
ひ
な
し
。
ま
た
此
文
も
（
七
ウ
）
我
心
の
う
た
が
ひ
を
や

め
さ
せ
ん
為
な
り
。
に
く
し
〳
〵
と
思
へ
ど
も
、
我
な
ん
じ
う
の
時

か
れ
が
手
よ
り
少
々
の
か
ね
を
か
り
て
、
夫
よ
り
我
今
迄
か
く
は
世

わ
た
り
を
す
る
。
是
を
思
へ
ば
、
恨
あ
れ
共
又
一
た
ん
の
情
あ
れ
ば
、

此
上
は
陸
奥
が
事
を
思
ひ
切
、
わ
が
渡
世
を
つ
と
め
、
水
口
の
親
も

と
へ
出
世
の
み
や
げ
に
親
の
勘
気
を
免
さ
れ
る
が
、
是
又
先
祖
へ
の

ゆ
る

（
八
オ
）
孝
行
な
り
と
思
ひ
、
其
後
は
島
原
へ
も
ゆ
か
ず
、
又
陸
奥

が
方
へ
も
音
づ
れ
も
せ
ず
、
所
を
か
へ
て
伏
見
に
住
居
致
し
け
る
。
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傾
城
陸
奥
受
出
さ
る
ゝ
事

幷
浅
山
新
五
郎
諫
死
之
事

去
程
に
陸
奥
は
文
を
出
せ
ど
も
源
六
の
行
方
知
れ
ず
、
又
逢
ふ
事
も

な
か
り
（
八
ウ
）
し
ゆ
へ
、
明
く
れ
此
事
を
お
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
け
る

が
、
去
物
日
々
に
疎
し
と
や
ら
に
て
、
源
六
が
事
も
少
し
は
わ
す
れ
、

病
気
も
程
な
く
全
快
致
し
け
る
が
、
已
前
に
か
わ
ら
ぬ
全
盛
に
て
、

方
々
よ
り
身
う
け
の
相
談
あ
る
中
に
も
、
此
頃
京
都
の
御
所
司
代
戸

田
山
城
守
殿
此
陸
奥
に
ふ
か
く
お
も
わ
れ
、
大
金
を
出
し
請
出
さ
れ

け
る
。
陸
奥
は
心
に
（
九
オ
）
す
ゝ
ま
ね
ど
も
、
勤
め
す
る
身
は
是

非
も
な
く
、
終
に
身
う
け
を
せ
ら
れ
け
る
が
、
彼
源
六
の
行
方
知
れ

ざ
る
よ
り
今
年
二
年
に
及
び
け
る
と
い
へ
ど
も
、
折
々
は
お
も
ひ
出

し
て
、
此
度
戸
田
殿
に
請
出
さ
れ
し
を
源
六
に
聞
へ
て
は
我
い
ひ
し

事
偽
り
に
成
け
る
ゆ
へ
、
此
事
を
又
お
も
ひ
こ
が
れ
け
る
が
、
戸
田

殿
は
或
夜
陸
奥
を
招
き
申
さ
れ
（
九
ウ
）
け
る
は
、「
其
方
は
里
の
苦

し
み
を
の
が
れ
我
妾
と
し
て
ゟ
此
か
た
、
一
夜
も
我
心
に
ま
か
せ
ず
、

せ
う

何
ゆ
へ
涙
を
袖
に
ひ
た
せ
る
ぞ
や
」
と
た
づ
ね
給
へ
ば
、
陸
奥
も
始

め
の
程
は
い
わ
ざ
り
し
が
、
今
は
心
も
せ
ぐ
る
し
く
、
な
み
だ
を
押

へ
て
言
け
る
や
う
は
、「
我
身
く
る
わ
に
住
る
其
内
は
、
金
に
身
を
も

ま
か
せ
て
も
誠
の
心
は
こ
が
ね
に
ま
か
せ
ず
。
浪
枕
の
よ
す
る
数
々

多
き
（
十
オ
）
中
に
、
ふ
と
我
身
の
行
末
を
頼
み
し
人
あ
り
。
此
人

に
其
後
は
逢
ふ
事
も
叶
わ
ず
、
月
日
を
送
る
其
う
ち
も
、
逢
瀬
定
め

ぬ
客
た
ち
に
契
り
し
事
ど
も
ゝ
侍
り
し
か
ど
も
、
今
か
く
君
の
妾

と

お
も
ひ
も
の

な
り
て
は
、
貞
女
両
夫
に
ま
み
へ
ず
と
や
ら
ん
申
こ
と
は
り
に
て
、

御
心
に
は
し
た
が
ひ
奉
ら
ず
候
。
何
と
ぞ
御
情
を
も
つ
て
」
と
言
も

果
さ
ず
、
戸
田
殿
は
気
色
か
わ
（
り
）（
十
ウ
）
て
刀
に
手
を
か
け
切

て
す
て
ん
ず
眼
色
成
を
、
此
席
に
居
合
す
近
習
浅
山
新
五
郎
此
体
を

見
る
よ
り
、
後
よ
り
君
を
抱
と
め
諫
め
け
る
は
、「
君
御
立
腹
の
段
御

も
つ
と
も
な
れ
ど
も
、
今
日
は
御
先
祖
の
御
命
日
。
殊
に
御
国
元
に

は
猟
ど
め
に
て
御
座
候
程
の
日
。
此
所
を
聞
し
召
分
さ
せ
ら
れ
、
今

宵
子
の
刻
を
過
な
ば
御
先
祖
の
御
命
日
も
相
済
候
。（
十
一
オ
）
其
上

に
て
い
か
や
う
と
も
思
し
召
に
遊
ば
さ
れ
な
ば
、
然
る
べ
き
か
と
奉

存
候
」
と
諫
め
け
る
こ
そ
才
智
な
り
。
戸
田
殿
に
も
此
言
葉
尤
と
思

し
召
れ
、
陸
奥
を
離
れ
座
し
き
へ
入
置
、
酒
盛
を
致
さ
れ
、
子
の
刻

を
今
や
遅
し
と
待
居
給
ふ
。
陸
奥
は
座
敷
に
と
ら
は
れ
と
成
て
、
子

の
刻
過
な
ば
我
命
は
消
へ
失
な
ん
と
嘆
き
居
る
こ
そ
哀
れ
な
り
。（
十

う
せ

一
ウ
）
元
源
六
が
事
よ
り
か
く
の
ご
と
く
成
し
を
、
源
六
は
夢
に
も

し
ら
ず
。
陸
奥
が
心
の
ほ
ど
こ
そ
は
か
な
け
れ
。
其
夜
も
は
や
亥
の

刻
に
も
成
し
が
、
不
思
議
や
、
座
し
き
の
戸
を
小
声
に
て
た
ゝ
く
者

あ
り
。
陸
奥
も
立
よ
り
て
答
へ
け
れ
ば
、「
浅
山
新
五
郎
な
り
。
早
く

此
戸
を
明
ら
れ
よ
。
其
も
と
の
命
を
助
け
申
な
り
」
と
せ
わ
し
く
言

け
る
ゆ
へ
、
陸
奥
も
急
ぎ
雨
戸
を
（
十
二
オ
）
明
け
れ
ば
、
黒
装
束
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に
て
し
の
び
入
、「
其
方
此
所
に
居
て
は
命
あ
や
ふ
し
。
早
く
立
さ
る

べ
し
」
と
て
、
陸
奥
の
袖
へ
金
子
三
十
両
い
れ
て
、
泉
裁
に
つ
れ
行
、

せ
ん
ざ
い

し
の
び
梯
子
よ
り
高
塀
越
し
に
、「
そ
れ
〳
〵
そ
こ
を
左
り
へ
取
て
行

ば
、
定
め
て
往
来
の
人
有
べ
し
。
伏
見
へ
さ
し
て
落
ら
る
べ
し
」
と
、

い
と
念
ご
ろ
に
申
聞
せ
、
は
し
子
ゟ
お
ろ
し
け
る
。
陸
奥
も
浅
山
が

情
を（
十
二
ウ
）か
ん
じ
て
足
も
立
ず
。「
か
た
じ
け
な
き
御
心
ざ
し
」

と
い
ふ
も
お
わ
ら
ず
、
浅
山
は
、「
は
や
く
落
ら
る
べ
し
。
此
所
に
う

ろ
〳
〵
し
て
は
あ
し
か
り
な
ん
」
と
て
、
は
し
ご
を
取
て
も
と
の
座

敷
に
行
て
、
腹
十
文
字
に
切
て
死
ゝ
た
り
け
り
。
あ
わ
れ
成
け
る
次

第
な
り
。
か
く
て
戸
田
山
城
守
殿
は
、
子
の
刻
も
過
け
る
ゆ
へ
切
て

捨
ん
と
、
近
習
を
（
十
三
オ
）
召
連
給
ひ
座
敷
に
行
給
ひ
け
る
が
、

座
敷
に
陸
奥
は
居
ず
し
て
、
黒
装
束
を
着
た
る
も
の
う
つ
ぶ
し
に
臥

居
た
る
ゆ
へ
、
大
に
驚
き
、
近
習
此
体
を
み
る
よ
り
、
立
よ
つ
て
面

体
を
見
る
に
、
浅
山
新
五
郎
な
り
し
が
、
腹
十
文
字
に
切
て
左
り
の

手
に
一
札
を
に
ぎ
り
居
け
る
ゆ
へ
、
近
習
此
お
も
む
き
を
申
上
け
れ

ば
、
戸
田
ど
の
一
札
を
よ
み
上
さ
せ（
十
三
ウ
）給
ふ
。
其
文
に
曰
、

乍
恐

奉

願

上
候
口
上
書

お
そ
れ
な
が
ら
ね
が
ひ
あ
げ
た
て
ま
つ
り

こ
う
ぜ
う
が
き

一
私
義
先
刻
御
諫
言
奉
申
上
候
は
、
陸
奥
を
助
命
仕
度
心
底
に
て

御
座
候
。
此
義
は
、
陸
奥
を
殺
害
被
遊
候
は
ゞ
、
末
世
に
君
の

御
名
を
け
が
し
、
御
先
祖
へ
も
御
不
孝
之
義
に
も
相
成
可
申
か

と
奉
存
候
。
其
例
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
伊
達
陸
奥
守
は
、（
十

四
オ
）
高
尾
を
害
し
て
よ
り
、
後
世
に
い
た
り
候
て
も
其
取
沙

汰
高
く
御
座
候
。
是
色
に
迷
ふ
が
ゆ
へ
に
君
子
其
明
智
を
う
し

な
ふ
。
私
儀
身
不
肖
に
御
座
候
得
共
、
主
君
の
悪
名
高
く
相
成

候
時
は
臣
た
る
道
に
背
き
候
間
、
何
卒
陸
奥
の
事
思
召
切
被
下

候
は
ゞ
、
生
前
死
後
之
本
望
大
慶
是
に
不
過
奉
存
候（
十
四
ウ
）

す
ぎ
ず

上
、
浮
世
之
暇
申
う
け
自
害
に
及
び
候
。
何
卒
陸
奥
を
助
命
被

成
下
候
は
ゞ
、
難
有
可

奉

存
候
。
恐
惶
謹
言
。

あ
り
が
た
く
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
る
べ
く

月
日

浅
山
新
五
郎
判

戸
田
山
城
守
様
（
十
五
オ
）

と
ぞ
。
近
習
よ
み
終
り
け
れ
ば
、
戸
田
殿
大
に
感
涙
あ
り
て
、
浅
山

が
死
が
い
を
か
た
づ
け
さ
せ
、
其
後
は
陸
奥
が
事
を
思
ひ
切
れ
け
る

と
か
や
。
扨
陸
奥
は
浅
山
が
な
さ
け
に
よ
つ
て
危
ふ
き
命
を
助
け
ら

れ
、
伏
見
を
さ
し
て
落
行
け
る
が
、
女
の
足
の
事
な
れ
ば
道
は
か
ど

ら
ず
、
や
う
〳
〵
に
野
に
か
ゝ
り
け
る
が
、
人
の
通
ひ
も
あ
ら
ば
こ

そ
、
何
と
ぞ
夜
あ
け
ま
で
我
身
を
（
十
五
ウ
）
隠
し
度
と
思
ひ
、
あ

た
り
成
辻
堂
の
内
へ
か
く
れ
、
夜
の
明
る
を
ば
待
居
た
り
け
る
。（
十

六
オ
）
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北
野
聖
廟
霊
験
記
第
四

目
録

一

傾
城
陸
奥
辻
堂
に
隠
る
ゝ
事

幷
三
木
之
進
陸
奥
を
連
て
欠
落
之
事

一

北
川
新
十
郎
入
湯
之
事

幷
陸
奥
父
親
に
廻
り
逢
ふ
事
（
一
オ
）
白
紙
（
一
ウ
）

北
野
聖
廟
霊
験
記
第
四

傾
城
陸
奥
辻
堂
に
隠
る
ゝ
事

幷
三
木
之
進
陸
奥
を
連
て
欠
落
之
事

斯
て
先
年
別
れ
し
源
六
、今
は
伏
見
に
て
水
口
屋
源
六
と
い
ふ
て
扇
子

あ
ふ
ぎ

う
ち
わ
の
絵
を
渡
世
と
す
れ
ど
も
、
未
だ
運
の
来
ら
ざ
る
か
、
い
と

貧
し
く
く
ら
し
（
二
オ
）
け
る
が
、
今
朝
は
先
祖
の
命
日
な
れ
ば
と

て
、
遠
寺
の
鐘
の
明
六
ツ
を
告
る
頃
よ
り
起
出
て
、
彼
辻
堂
へ
香
花

を
ば
捧
ん
と
詣
ふ
で
け
る
が
、
陸
奥
が
思
ひ
と
ゞ
ひ
て
や
、
此
辻
堂

に
む
か
ひ
合
掌
し
け
る
折
し
も
、
女
の
か
げ
見
へ
け
れ
ば
、
源
六
ふ

し
ぎ
に
お
も
ひ
て
、「
い
か
成
人
や
堂
の
内
に
こ
も
ら
れ
け
る
ぞ
」
と

問
け
る
ゆ
へ
に
、
陸
奥
は
源
六
と
見
る
よ
り
、
嬉
し
涙
に
（
二
ウ
）

物
を
も
い
わ
ず
打
ふ
し
て
居
た
り
け
る
。
源
六
は
合
点
ゆ
か
ず
、「
何

ゆ
へ
そ
ち
は
か
ゝ
る
所
に
居
る
ぞ
」
と
た
ず
ね
け
る
。
陸
奥
申
け
る

は
、「
咄
し
た
き
子
細
は
長
き
事
也
。
其
上
此
所
に
居
て
は
あ
し
き
ゆ

へ
、
人
目
に
か
ゝ
ら
ぬ
う
ち
に
身
を
隠
し
、
其
上
物
が
た
り
申
べ
し
」

と
言
け
る
ゆ
へ
、
源
六
は
陸
奥
も
ろ
と
も
我
家
を
さ
し
て
帰
り
け
る
。

陸
奥
源
六
に
向
ひ
て
涙
な
が
ら
（
三
オ
）
に
か
た
り
け
る
は
、「
過
に

し
こ
ろ
君
に
別
れ
し
其
後
に
は
、
ぶ
ら
〳
〵
と
わ
づ
ら
ひ
、
せ
め
て

文
成
と
も
と
お
も
ひ
て
便
り
を
す
れ
ど
も
、
行
方
し
れ
ざ
れ
ば
是
非

も
な
く
、
思
ひ
直
し
、
我
命
あ
ら
ば
又
逢
事
も
あ
ら
ん
か
と
、
月
日

あ
ふ

を
送
る
其
う
ち
に
、
い
か
成
縁
に
て
や
、
戸
田
様
に
受
い
だ
さ
れ
し

が
、
里
に
あ
り
し
内
は
夫
と
定
め
ぬ
世
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
多
く
の

つ
ま

き
や
く
に
（
三
ウ
）
身
を
ま
か
せ
け
れ
ど
も
、
戸
田
殿
の
妾
と
な
り

せ
う

て
は
お
ま
へ
に
契
り
し
言
の
葉
す
ま
ぬ
ゆ
へ
、
一
夜
も
我
身
を
ま
か

せ
ず
有
し
が
、
我
を
手
討
に
せ
ん
と
怒
り
給
ふ
。
其
座
に
有
合
浅
山

新
五
郎
と
申
侍
君
を
諫
め
て
い
ふ
は
、「
今
宵
子
の
刻
過
ま
で
は
先
祖

の
御
命
日
も
相
済
候
ゆ
へ
、
子
の
刻
す
ぎ
る
ま
で
は
命
助
け
置
せ
ら

る
べ
し
。
子
の
刻
過
な
ば
い
か
や
う
共
（
四
オ
）
遊
ば
さ
れ
」
と
の

諫
言
に
て
、
我
身
は
子
の
刻
過
ま
で
座
し
き
に
と
ら
わ
れ
居
る
に
、

浅
山
新
五
郎
と
申
士
、
夜
中
に
し
の
び
こ
ん
で
、
我
身
を
塀
越
に
落

し
、「
早
く
伏
見
へ
さ
し
て
落
行
べ
し
」
と
て
、
金
子
三
十
両
下
さ
れ

し
が
、
夕
べ
の
事
ゆ
へ
に
、
も
し
又
追
手
来
り
な
ば
い
か
ゞ
せ
ん
」

と
あ
わ
て
け
る
。
源
六
は
始
終
を
聞
て
、「
夫
ほ
ど
迄
わ
れ
を
お
も
ふ
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心
底
な
ら
ば
、（
四
ウ
）
此
所
を
立
退
べ
し
。
紀
州
熊
野
湯
の
峯
に
少

し
の
知
る
べ
あ
れ
ば
、
是
へ
さ
し
て
行
べ
し
」
と
て
、
我
内
の
物
を

そ
こ
〳
〵
に
か
た
づ
け
、
其
夜
に
大
坂
を
さ
し
て
落
に
け
る
が
、
此

所
は
繁
花
の
地
な
れ
ば
一
時
も
足
は
と
め
が
た
し
と
て
、
日
を
へ
だ

て
ゝ
熊
野
本
宮
湯
の
峯
に
着
た
り
。
此
処
は
辺
鄙
に
し
て
人
の
知
る

べ
き
所
な
ら
ね
ば
、
源
六
夫
婦
も
（
五
オ
）
や
う
〳
〵
気
も
落
付
、

知
音
の
も
の
を
た
づ
ね
ん
と
、
そ
こ
よ
爰
よ
と
見
廻
り
し
が
、
都
に

見
な
れ
ぬ
気
色
に
て
、
び
や
う
〳
〵
た
る
清
川
、
嶽
々
た
る
岸
石
、

山
又
山
を
か
さ
ね
し
風
景
、
い
づ
れ
の
工
み
が
此
青
岩
の
か
た
ち
を

削
り
な
せ
し
か
、
水
ま
た
水
を
な
が
す
面
は
誰
が
家
に
か
此
碧
単
の

お
も
て

（
潭
）

色
を
染
出
す
や
と
、
古
人
の
こ
と
ば
を
口
唫
び
て
、
遠
近
の
た
つ
木

す
さ

（
五
ウ
）
も
知
ら
ぬ
山
中
に
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も
呼
子
鳥
、
声
す
ご

き
折
々
は
、
伐
木
て
う
〳
〵
と
し
て
山
更
に
幽
か
な
り
と
は
、
か
ゝ

ば
つ
ぼ
く

か
す

る
所
を
や
い
ひ
つ
べ
し
。
法
性
峯
聳
て
上
求
菩
提
を
顕
し
、
無
明
谷

深
く
し
て
下
化
衆
生
を
表
し
金
輪
際
に
及
ぶ
と
は
、
か
く
の
ご
と
き

げ

け

ひ
や
う

気
色
を
い
ふ
な
ら
ん
と
、
夫
婦
は
此
間
の
う
き
を
わ
す
れ
て
余
念
な

く
眺
望
せ
り
。
抑
此
湯
の
峯
と
申
（
六
オ
）
は
、
熊
野
本
宮
に
二
里

隔
て
温
湯
涌
出
せ
り
。
薬
師
如
来
方
便
の
湯
な
り
と
い
ひ
つ
と
ふ
。

男
湯
女
湯
留
湯
と
て
、
湯
つ
ぼ
三
所
あ
り
て
、
薬
師
如
来
の
本
堂
建

と
め
ゆ

立
し
霊
像
を
安
置
せ
り
。
渓
河
の
流
声
山
雲
の
詠
め
、
扶
桑
南
極
の

な
が

峯
森
々
と
し
て
物
す
ご
く
、
夜
も
す
が
ら
谷
に
諸
鳥
の
声
遠
近
に
聞

し
ん

へ
け
れ
ば
、
一
し
ほ
さ
び
し
き
所
な
り
。
む
か
し
小
栗
判
官（
六
ウ
）

兼
氏
、
横
山
が
為
に
毒
害
せ
ら
れ
、
悪
瘡
を
や
み
身
体
と
ろ
け
く
さ

る
。
妻
女
照
天
の
姫
介
抱
し
て
此
湯
の
峯
に
至
り
、
藤
沢
遊
行
上
人

て
る
て

此
湯
を
汲
て
か
け
さ
せ
給
へ
ば
、
忽
ち
全
快
有
し
と
て
、
遠
近
に
此

湯
の
奇
特
を
言
て
絶
ず
。
入
湯
の
為
諸
人
入
込
、
旅
館
の
宿
り
数
多

な
り
。
源
六
夫
婦
は
知
音
の
人
に
廻
り
合
、
然
々
の
よ
し
を
語
り
頼

み
け
れ
ば
、
快
（
七
オ
）
う
け
合
、
小
家
を
か
り
て
夫
婦
を
居
ら

こ
ゝ
ろ
よ
く

し
め
、
何
の
わ
ざ
も
知
ら
ぬ
ゆ
へ
、
入
湯
の
衆
中
の
小
用
を
聞
、
又

は
小
遣
ひ
飛
脚
な
ど
を
渡
世
と
し
て
年
月
を
重
ね
し
に
、
女
子
一
人

を
出
生
し
て
、
名
お
菊
と
つ
け
て
、
夫
婦
が
中
の
ひ
と
り
子
、
末
の

た
の
し
み
に
て
う
あ
い
し
て
育
て
け
る
。
此
時
し
も
播
州
北
川
新
十

郎
は
、
先
年
能
藝
を
も
つ
て
姫
路
の
城
主
本
（
七
ウ
）
多
家
へ
百
石

に
て
召
出
さ
れ
け
る
処
に
、
御
意
に
叶
ひ
段
々
立
身
し
て
、
此
節
は

三
百
石
ま
で
御
取
立
、
能
藝
は
格
別
御
近
習
に
仰
付
ら
れ
、
又
家
中

の
若
侍
衆
能
の
門
弟
と
成
、
余
情
多
く
、
甚
だ
身
上
福
祐
に
成
け
る

よ
せ
い

が
、
元
来
久
し
く
京
都
に
住
居
し
て
物
和
ら
か
に
人
に
高
ぶ
ら
ず
、

よ
つ
て
諸
人
の
心
に
叶
ひ
、
新
参
の
藝
者
な
れ
ど
も
、
一
家
中
（
八

オ
）
皆
々
是
に
し
た
し
み
け
る
。
若
き
時
分
能
げ
い
古
の
せ
つ
中
返

り
を
仕
損
じ
首
の
骨
を
打
け
る
が
、
若
き
時
は
血
気
に
て
さ
し
て
苦

に
も
な
ら
ざ
り
し
が
、
年
寄
に
し
た
が
ひ
、
寒
暑
の
せ
つ
は
痛
け
る

い
た
み

ゆ
へ
、
太
守
さ
ま
へ
御
ね
が
ひ
申
上
て
、
入
湯
仕
度
だ
ん
申
上
し
か
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ば
、
御
免
を
か
ふ
む
り
、
二
廻
り
の
御
い
と
ま
玉
は
り
け
る
。（
八
ウ
）

北
川
新
十
郎
入
湯
之
事

幷
陸
奥
父
親
に
廻
り
合
事

斯
て
北
川
新
十
郎
は
熊
野
本
宮
の
湯
の
峯
に
来
り
入
湯
し
て
居
ら
れ

し
が
、
つ
れ
〴
〵
成
ま
ゝ
に
、
宿
の
亭
主
を
ば
招
き
は
な
し
相
手
に

し
て
く
ら
し
け
る
。
亭
主
申
け
る
は
、「
京
都
よ
り
夫
婦
づ
れ
に
て
当

所
に
来
り
世
帯
致
し
居
申
も
の
御
坐
候
が
、
入
湯
の
御
客
が
た
の
小

づ
か
ひ
（
九
オ
）
又
は
飛
脚
な
ど
い
た
し
て
渡
世
と
致
し
居
申
候
。

い
か
さ
ま
ゆ
へ
有
者
と
相
見
へ
候
て
、
物
事
い
や
し
か
ら
ず
、
都
名

所
咄
し
な
ど
よ
く
い
た
し
候
。
召
よ
せ
て
御
つ
れ
〴
〵
の
御
伽
に
被

成
候
べ
し
」
と
申
け
れ
ば
、
新
十
郎
聞
て
、「
そ
れ
は
幸
ひ
の
人
也
。

よ
び
て
た
べ
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
亭
主
使
ひ
を
遣
わ
し
け
る
に
、

や
が
て
参
上
し
け
れ
ば
、
新
十
郎
、「
其
方
は
京
都
出
生
の
よ
し
。
身

ど
も
も
（
九
ウ
）
む
か
し
京
都
に
住
せ
し
事
も
あ
り
。
当
時
仕
官
の

身
な
れ
ば
、
打
た
へ
て
上
方
の
う
わ
さ
も
聞
ず
。
か
わ
り
し
事
も
な

か
り
し
や
」
と
、
互
に
京
に
住
せ
し
事
な
れ
ば
、
咄
し
も
合
て
、
毎

日
〳
〵
呼
寄
酒
飯
の
ふ
る
ま
ひ
相
応
の
ち
ん
銭
と
ら
せ
、
下
人
同
ぜ

ん
に
宿
に
召
置
れ
け
る
。
新
十
郎
入
湯
二
廻
り
の
日
限
も
近
付
け
れ

ば
、
湯
も
相
応
し
て
い
た
み
も
和
ら
ぎ
け
る
ゆ
へ
に
、（
十
オ
）
今
三

廻
り
の
御
い
と
ま
を
願
ひ
け
れ
ば
、
北
川
の
事
な
れ
ば
、
願
ひ
叶
ひ
、

又
三
廻
り
入
湯
し
け
る
ゆ
へ
、
源
六
は
よ
き
伽
成
と
お
も
ひ
、
ひ
た

す
ら
咄
し
の
次
手
に
茶
の
湯
香
道
の
は
な
し
と
な
り
て
、
元
よ
り
源

つ
い
で

六
は
得
た
り
し
道
な
れ
ば
、
つ
ぶ
さ
に
咄
し
、
だ
ん
〳
〵
と
新
十
郎

が
心
に
叶
ひ
、「
我
も
香
の
道
は
好
め
り
。
今
一
人
友
あ
ら
ば
一
会
を

も
よ
ふ
し
た
し
」
と
（
十
ウ
）
有
け
れ
ば
、
源
六
聞
て
、「
只
今
入
湯

の
御
客
が
た
碁
将
棋
又
は
双
六
か
る
た
の
な
ぐ
さ
み
な
ど
な
さ
る
ゝ

御
方
は
御
座
候
得
ど
も
、
香
な
ど
を
な
さ
る
ゝ
御
方
は
御
座
な
く
候
。

当
所
は
山
中
の
事
な
れ
ば
、
居
住
の
人
々
も
香
な
ど
も
て
あ
そ
ぶ
べ

き
人
は
見
へ
申
さ
ず
候
。
私
妻
に
て
候
も
の
、
む
か
し
は
此
道
を
す

こ
し
は
た
し
な
み
候
が
、
只
今
に
て
は
い
か
ゞ
有
べ
く
や
」
と
は
な

し
け
れ
ば
、（
十
一
オ
）
新
十
郎
聞
て
、「
そ
れ
は
珍
重
之
事
。
か
ゝ

る
田
舎
の
片
す
み
に
住
な
が
ら
、
さ
す
が
は
京
出
の
人
ほ
ど
有
て
、

妻
女
ま
で
も
香
道
を
知
り
給
ふ
事
。
定
め
て
よ
し
有
人
の
は
て
な
る

べ
し
。
是
へ
伴
ひ
来
ら
れ
よ
。
対
面
致
さ
ん
」
と
申
さ
る
れ
ば
、
源

六
は
か
し
こ
ま
り
、
や
が
て
我
家
へ
帰
り
女
房
に
、「
入
湯
の
御
客
に

香
の
一
会
を
も
よ
ふ
し
給
ふ
。
其
方
事
を
咄
し
た
れ
ば
、（
十
一
ウ
）

幸
ひ
の
事
也
。
つ
れ
て
来
れ
と
の
仰
な
り
。
い
ざ
や
参
ら
ん
」
と
申

け
れ
ば
、
お
つ
や
笑
ふ
て
、「
久
し
く
手
に
取
し
事
も
な
き
に
、
め
づ

ら
し
き
御
所
望
。
世
帯
の
せ
わ
し
き
に
身
も
か
ま
わ
ず
。
此
す
が
た

に
て
は
参
り
が
た
し
」
と
て
、
か
み
を
は
ら
け
衣
裳
を
着
が
へ
て
、
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夫
婦
打
つ
れ
御
客
の
も
と
へ
至
り
け
れ
ば
、
新
十
郎
此
女
房
を
見
る

に
、
年
の
こ
ろ
二
十
四
五
と
見
へ
て
、
つ
ま
は
づ
れ
い
や
し
か
ら
ず
、

（
十
二
オ
）
い
か
さ
ま
よ
し
有
体
に
見
へ
け
る
。
か
ゝ
る
人
目
ま
れ

な
る
深
山
に
桜
の
咲
た
る
心
地
ぞ
し
け
る
。
北
川
あ
や
し
み
思
ひ
な

が
ら
、「
扨
々
其
元
は
珍
ら
し
き
女
子
に
て
、
香
の
道
を
知
ら
る
ゝ
よ

し
。
何
ゟ
も
つ
て
う
れ
し
く
思
ふ
な
り
。
い
ざ
一
会
も
よ
ふ
さ
ん
」

と
い
へ
ば
、
お
つ
や
申
は
、「
私
は
若
き
時
分
京
に
て
さ
る
方
に
勤
め

し
ゆ
へ
、
少
し
は
覚
へ
候
得
ど
も
、
只
今
か
ゝ
る
身
に
な
り
（
十
二

ウ
）
候
へ
ば
、
大
か
た
は
わ
す
れ
候
は
ん
。
去
な
が
ら
御
つ
れ
〴
〵

の
御
な
ぐ
さ
み
と
も
相
成
候
は
ゞ
、
一
会
御
相
手
に
相
成
申
べ
し
」

と
い
ふ
て
、
座
に
直
り
、
初
一
会
は
三
葉
一
花
の
香
に
て
、
新
十
郎

勝
な
り
。
其
次
に
競
馬
香
、
其
つ
ぎ
は
名
所
香
に
て
有
け
る
が
、
是

は
両
度
な
が
ら
お
つ
や
勝
た
り
。
其
後
呉
越
香
に
て
銘
々
一
種
の
香

を
出
し
て
つ
ぎ
け
る
に
、
又
お
つ
や
勝
に
成
。
新
十
郎
（
十
三
オ
）

大
き
に
あ
や
し
み
驚
き
な
が
ら
、
お
の
〳
〵
興
じ
て
、
其
日
は
会
終

り
け
る
。
源
六
夫
婦
も
宿
に
帰
り
け
る
。
北
川
は
ね
や
に
入
て
ね
も

や
ら
ず
、
心
に
思
ふ
は
、「
世
に
あ
や
し
き
事
も
あ
る
も
の
か
な
」
と
、

ゆ
び
を
折
て
年
月
を
か
ぞ
へ
見
れ
ば
、
心
当
り
も
有
り
。
い
か
に
し

て
も
心
す
ま
ず
、
明
日
早
々
源
六
夫
婦
を
よ
び
に
や
ら
れ
、
辺
り
の

人
を
は
ら
ひ
、
三
人
三
ツ
か
な
わ
に
（
十
三
ウ
）
成
て
、
新
十
郎
申

は
、「
外
の
子
細
に
て
は
な
し
。
き
の
ふ
呉
越
香
に
そ
な
た
の
つ
が
れ

し
は
、
細
川
家
の
重
宝
白
菊
と
い
ふ
名
高
き
名
香
也
。
此
香
は
外
に

所
持
す
る
人
は
な
き
も
の
な
り
。
い
か
ゞ
し
て
其
元
は
所
持
せ
ら
れ

し
」
と
た
づ
ね
け
れ
ば
、
お
つ
や
面
を
あ
か
ら
め
、「
す
こ
し
わ
け
あ

り
て
む
か
し
よ
り
た
し
な
み
居
候
」
と
答
へ
し
か
ば
、
新
十
郎
は（
十

四
オ
）か
さ
ね
て
、「
か
な
ら
ず
隠
し
給
ふ
な
。
其
名
香
を
包
み
し
は
、

白
綾
に
て
乱
れ
萩
の
盛
り
成
を
織
て
、
裏
に
金
糸
に
て
一
首
の
歌
を

縫
た
る
に
は
な
か
り
し
や
。
其
歌
に
、

い
づ
れ
ぞ
と
露
の
や
ど
り
を
わ
か
ぬ
間
に
小
笹
が
原
に
風
の
そ

よ
ふ
く

斯
の
ご
と
く
の
歌
な
ら
ず
や
。
か
や
う
に
打
（
十
四
ウ
）
あ
か
し
て

い
ふ
か
ら
は
、
包
ま
ず
身
の
上
を
語
ら
れ
よ
。
其
香
に
は
我
身
に
ゆ

か
り
の
有
事
な
れ
ば
、
身
の
上
を
明
さ
れ
よ
」
と
申
さ
れ
し
か
ば
、

源
六
夫
婦
顔
見
合
、「
扨
々
不
思
議
の
事
も
有
物
か
な
。
只
今
語
ら
れ

し
其
印
す
こ
し
も
違
わ
ず
候
也
。
ま
づ
〳
〵
其
訳
御
物
が
た
り
下
さ

る
べ
し
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
新
十
郎
双
眼
に
涙
を
う
か
め
、「
我
方
ゟ

か
く
申
か
ら
は
、
何
事
を
か
（
十
五
オ
）
包
む
べ
き
。
し
か
し
其
方

身
の
う
へ
も
残
ら
ず
語
ら
れ
よ
。
左
も
な
く
て
は
、
此
方
の
事
通
ぜ

ぬ
事
も
有
べ
し
」
と
や
う
す
有
気
に
申
さ
れ
し
か
ば
、
始
め
よ
り
の

身
の
う
へ
残
ら
ず
か
た
つ
て
、「
此
香
は
伯
母
な
る
も
の
、
是
こ
そ
母

の
か
た
み
と
て
、
守
り
袋
の
中
に
入
片
時
も
肌
を
放
さ
ず
か
け
さ
せ

て
候
。
か
く
な
り
果
て
も
、
母
や
伯
母
の
恋
し
き
時
は
是
を
見
て
心
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を
な
（
十
五
ウ
）
ぐ
さ
め
候
。
昨
日
母
の
命
日
に
当
り
候
。
今
日
の

日
に
か
ゝ
る
会
に
出
合
し
事
よ
と
存
じ
、
初
め
て
た
き
候
也
」
と
く

わ
し
く
か
た
り
涙
に
く
れ
て
居
た
り
し
に
、
新
十
郎
是
を
聞
深
く
の

（
マ
マ
）

涙
に
せ
き
あ
へ
ず
、
し
ば
し
物
を
も
言
ざ
り
し
が
、
や
う
〳
〵
に
心

を
静
、
「
希
代
の
事
も
有
物
か
な
。
ま
さ
し
く
其
方
こ
そ
我
娘
也
」

し
づ
め

と
て
、
夫
ゟ
自
分
の
身
の
上
を
語
る
に
付
て
、
も
ろ
共
に
涙
に
（
十

六
オ
）
く
れ
て
、
互
に
手
を
取
か
わ
し
て
さ
め
〴
〵
と
泣
け
る
。
お

つ
や
は
、「
さ
や
う
候
は
ゞ
我
子
の
為
に
は
祖
父
様
也
。
見
せ
奉
ら
ん
」

と
い
そ
ぎ
宿
へ
帰
り
、
娘
を
い
だ
き
来
り
け
れ
ば
、
新
十
郎
是
を
見

て
髪
か
き
な
で
膝
に
の
せ
、
お
つ
や
に
向
ひ
、「
其
方
は
見
知
ら
ぬ
は

づ
也
。
母
の
か
ほ
に
此
子
の
す
こ
し
も
違
わ
ぬ
ぞ
よ
。
名
は
何
と
付

し
」
と
い
へ
ば
、「
菊
と
名
づ
け
、
今
年
に
て
三
才
に
相
成
候
」
と（
十

六
ウ
）こ
た
へ
け
れ
ば
、
新
十
郎
聞
て
、「
名
香
の
名
を
白
菊
と
い
ひ
、

孫
の
名
も
菊
と
い
ひ
、
き
の
ふ
母
の
命
日
に
親
子
の
名
乗
し
け
る
事
、

か
れ
と
い
ひ
是
と
い
ひ
、
一
か
た
な
ら
ぬ
ふ
し
ぎ
な
り
」
と
て
、
夫

よ
り
日
々
に
源
六
夫
婦
来
り
て
仕
へ
け
る
内
に
、
は
や
御
暇
の
日
限

に
ぞ
近
づ
き
、
帰
国
の
時
節
に
相
成
け
る
と
か
や
。（
十
七
オ
）

以
下
、
次
号
に
続
く
。

（
本
学
教
授
）




